
女
子
大
國
文
 
第
百
四
十
号
 
平
成
十
九
年

一
月
三
十
日

翻
刻

金
光
教
布
教
文
書

近
藤
本

≒
御
道
案
内
』

付

『
御
道
案
内
』
三
本

(藤
沢
本

・
近
藤
本

・
伊
原
本
)
内
容
概
略
対
照
表

中

前

正

志

 

日
本

の
宗
教

を
、
神
道
や
仏
教
、

キ
リ

ス
ト
教
と

い

っ
た
近
代
以
前

の
既
成
宗
教
と
、
金
光
教

の
ほ
か
天
理
教
や
黒
住
教
な
ど
、
幕
末
維
新

期
頃

以
降

に
創

唱
さ
れ
た
新
宗
教

(さ
ら

に
は
新

々
宗
教
)

と
に
大

別
す

る
時
、
前
者

に
関
わ
る
説
話

に

つ
い
て
は
周
知

の
如
く
種

々
の
検
討

が
な
さ

れ
て

い
る

の
に
対

し
て
、
後
者

に
関
す

る
説
話

の
方

は
、
「近
代
が
生
ん
だ
神
話
」
と
し
て
天
理
教
教
祖
中
山

み
き

の

『
泥
海

口
記
』
に

注

目
す

る
益

田
勝

美
氏

「泥
海

口
記
」

(『
国
文
学
』
昭
和

五
十
年

一
月
号
)
や
、
宗
教
学

の
側

か
ら
体
験
談

の
役
割

を
検
討
す

る
島
薗

進
氏

「新

宗
教
教

団

に
お
け
る
体
験
談

の
位
置
-
妙

智
會

・
立
正
佼
成
会

・
天
理
教
1
」

(『
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
』

H
、
昭

60
)
が
あ

る
く
ら

い

で
、

ほ
と
ん
ど
検
討

の
対
象
と
意
識
さ
え
さ
れ

て
い
な

い
。

そ
う

い
う
極
端

に
偏
向
し
た
研
究
状
況
を
抱
え
た
ま
ま
で
は
、

日
本
に
お
け
る
宗

教

と
説
話

の
問
題
、

日
本
宗
教
説
話

の
問
題
は
、
到
底
充
分
に
は
解

明
し
得
な

い
の
で
は
な

い
か
。
先

の
拙
稿

「近
代
新
宗
教
説
話
序
論
-
金

光
教

の
お
か
げ

話
を
め
ぐ
る
二
、
三

の
問
題

に

つ
い
て
ー

」

(『
説
話
論
集
』
第

十

一
集

「説
話
と
宗
教
」
、
清
文
堂
出
版

、
平

14
)
は
、
そ
ん
な

ご

く
素
朴
な

疑
問
を
出
発
点
と
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ

の
拙
稿

に

つ
い
て

の
若
干

の
補

足
的
検
討
は
、
最
近

の
拙
稿

「金
光
教
お
か
げ
話
余
話
」

(『
日
本
文
学
』

55
-

8
、
平

18
)

の
中

で
も
試

み
て
い
る
。

 
右

の
拙
稿

二
編
は
、
数

あ
る
新
宗
教

の
う
ち
、
岡
山
を
本
拠
に
教
祖
金
光
大
神
に
ょ
り
創

唱
さ
れ
た
金
光
教

に
的
を
絞

っ
て
、
そ

の
お
か
げ
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話

(霊
験
諄
)
を
取

り
上
げ

た
も

の
で
あ

る
の
だ
が
、
前
者

の
拙
稿

の
第

一
章

で
は
、

「『
御
道
案
内
』

と
お
か
げ

話
」
と
題
し

て
、
『
御
道
案

内

』
な

る
書

が

い
か
な
る
形

で
お
か
げ
話
を
採
録

し
て
い
る
か
、
あ
れ

こ
れ
検
討

・
考
察

し
、
結
果
、

お
か
げ
話
と
向
き
合

う
熱
烈
な
布
教
家

の
あ
り
方
な
ど
、
興
味

深

い
問
題
を
見
出
す

こ
と
が

で
き
た
。
小
稿

は
、
そ
の

『
御
道
案
内
』

の
諸
本

の
う
ち
近
藤
本
を
翻
刻

し
、
合
わ

せ
て
、

近
藤
本

を
含

む
同
書

の
代
表
的
な

テ
キ

ス
ト
三
本

に

つ
い
て
、

そ

の
内
容

の
概
略
対
照
表
を
作
成

し
よ
う
と
す

る
も

の
で
あ
る
。

 
『
御
道
案
内
』
は
、
文
政

元
年

(
一
八

一
八
)
に
岡

山

の
米
穀
商
備
中
屋

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
明
治
初
期

に
、
当
時
金
光
教

に
と

っ
て
は

ほ
と
ん
ど
未
開

の
地

で
あ

っ
た
大
阪

で

の
布
教

に
尽
力
し
た
人
物
、
初
代
白
神
新

一
郎

(
一
八

一
八
～

一
八
八
二
)

の
著
作

で
あ

る

(初
代
白

神
に

つ
い
て
は
、

「直
信

・先
覚
著
作
選
」

シ
リ
ー
ズ
第
五
集

『
初
代
白
神
新

一
郎
』
な
ど
参
照
、
金
光
教
徒
社
、
昭

57
)
。

「金
光
教
布
教

文
書

の
さ
き
が

け

で
あ
る
と
と
も
に
、
教
義
書
と
し
て
も

は
じ
め
て

の
も

の
」

(金
光
教
本
部
教
庁
編
纂

・
発
行

『
金
光
教
教
典
』
付
録

「解
題
」
、

昭

59
)
と
さ
れ
る
。

和
泉

乙
三
氏

『
初
代
白
神
先
生
と
御
道
案
内
』

(初
代
白
神
師
偉
徳
奉
讃
会
、
昭

28
)
福
嶋
真
喜

一
氏

「初
代
白
神
新

一
郎

『
御
道
案

内
』
に

つ
い
て
」

(『
金
光
教
学
』

6
、
昭

38
)
福
嶋
義
次
氏

「金
光
大
神
と
初
代
白
神
」

(金
光
教
中
近
畿
教
務

所
編

『
中
近
き
1

教

区
機
関
誌
i

』
、
昭

55
)
な
ど
に
お

い
て
検
討
さ

れ
る
通
り
、
金
光
大

神

の
履
歴
や
金
神

の
性
格
、
信
心

の
種

々
心
得
等
な

ど
、
内
容

は
多

岐
に

亘

っ
て
い
て
、
ま
た
充
分
整
理
さ
れ
ず

に
羅
列
的

に
な

っ
て
い
る

(小
稿
末
尾

の
内
容
概

略
対
照
表
参

照
)
。

 

冒
頭

の
序

の
末

に
明
治
四
年
に
記
し
た
旨

の
記
述
が
あ
り
、

も
と
も
と
は
そ
の
頃

の
著
作

で
あ

る
と
見
ら

れ
る
。
た
だ
、
そ

の
時
点

の
も

の

に
止
ま
ら
ず

、
以
降

に
も
初
代
白
神
が
随
時
、
増
補
加
筆
を
繰
り
返
し
て

い
た
。
そ
し
て
、
刊
行
を
見
る

こ
と

の
な
か

っ
た

『
御
道
案
内
』
は
、

初
代
白
神
が
筆
写

し
て
は
人

々
に
与
え

て
い
た
と
さ

れ
る
。
さ

ら
に
、
そ

の
死
後

に
は
他

の
信
者
た
ち
に
よ
る
写
本
も
加
わ

っ
て
、
多
種
多
様

な
伝

本
が
存
在

し

て
お
り
、

「明
治

33
年
ま
で
に
設
立
さ
れ
た
教
会

に
は
、
必
ず

と
い

っ
て

『
御
道
案
内

』
が

見
出
さ
れ

る
」
と

い
う

(福
嶋
和

一
氏

「『
御
道
案
内
』

の
生

ま
れ

て
来

る
所
以
と
初
代
白
神
師

の
布
教

」

〈金

光
教
近
畿
布
教
史

53

『
研
究

活
動
報
告
』

9
、
金
光
教
近
畿
布
教

史
編
纂
委

員
会
編
集
室

、
昭

54
>
)
。
前

出
福
嶋
真
宣
三

論
文
は
、

そ
れ
ら
伝
本
を
三
系
統
に
分

か

っ
て
、
藤

沢
本

・
近
藤

本

・
伊
原
本
を
、
各
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翻
刻

金
光
教
布
教
文
書

近
藤
本

『
御
道
案
内
』



系
統

を
代
表
す

る
伝
本
と
位
置
付

け
、
さ
ら

に
、
そ
れ
ら
三
本

が
、
藤

沢
本
↓

近
藤
本
↓
伊
原
本
と

い
う
順

で
次

々
に
増
補

・
改
変
さ
れ

っ
っ

成

立

し
て
い

っ
た
ら
し

い
こ
と
を
指
摘

し
た
。
概
ね
妥
当
な
見
解
と
認
め
ら
れ
る

(た
だ
、

同
論

に

つ
い
て
部
分
的
に
修

正
す

べ
き
点
な
ど
、

前

出
拙
稿

に
て
指
摘

し
て
も

い
る
)
。

 
右

の
三
本

の
う
ち
、
藤

沢
本
は
、
前

出

『
初
代
白
神
新

一
郎
』
や
前
出

『
金

光
教
教
典
』

の
ほ
か

『
御
道
案
内
』

(金
光
教

大
阪
教
会
、
昭

27
)

に
、
翻
刻
や
影
印
が
収
載
さ
れ
、
伊
原
本
も
、
『
御
道
案
内
』
(金
光
教
徒
社
、
昭

37
)
や
初
代
白
神
先
生
百
年
祭
委
員
会
編

『
御
道
案
内
』

(金

光
教
大
阪
教
会
、
昭

57
)
に
翻
刻
が
収
載
さ
れ
て

い
る
。

と
こ
ろ
が
、
近
藤
本
に
は
、
今

の
と
こ
ろ
翻
刻

も
影
印
も
な

い
よ
う

で
あ

る
。

そ

こ
で
、

こ
こ
に
そ
の
近
藤
本
を
翻
刻

し
よ
う
と
す

る
も

の
で
あ
る
。

 

近
藤
本

は
、
大

阪

の
金
光
教
桃

山
教
会
所
蔵
。

三
巻

一
冊
。
袋
綴
。
墨
付
四
十
七
丁
。

茶
色
無
地
前
表
紙

の
中
央
に
外
題

コ
㈲
)
御
道
案
内
」

(打
付
書
)
、
左
下
に
墨
書

「巻
之

一
二
三
」
。
内
題
ナ

シ
。
序
題

「御
道
案
内
」
。
毎
半
葉
八
行
。
諸
所

に
朱

墨
に
よ
る
振
り
仮
名
有

り
。

四
十

六

丁
表

に
付
箋

が

一
紙
貼
付
さ
れ

て
い
る

(伊
原
本

で
は
、

こ
の
付
箋

に
書
か
れ
た
文
章
が
本
文
化
さ

れ
て
い
る
↓
内
容
概
略
対
照
表

41
b
)
。

最
終

丁
・
四
十
七
丁
裏

の
左

下
に
、
本

文
と

は
別
筆

で

「白
神
弥
広
真
道

別
之
命
/
我
教
父
之
御
筆
也
/
藤
守
」
と
墨
書
さ

れ
る
。

「弥
広
真
道

別
之
命
」
と

は
初
代
白
神

の
論
号
、

「藤
守
」

は
、
そ

の
弟
子

の
近
藤
藤
守

(
一
八
五
五
～

一
九

一
七
、

「直
信

・
先
覚
著
作
選
」

シ
リ
ー
ズ
第

四
集

『
近
藤
藤
守

遺
作
教
話
集
』

な
ど
参
照
、
金
光
教
徒
社
、
昭

56
)
。
近
藤

に
よ
る
右

の
書

込
に
よ

っ
て
、
近
藤
本
が
、
初
代
白
神

の
自
筆

本

で
、
近
藤

に
授
け
ら
れ
た
も

の
で
あ

る
と
知
れ
る
。
ま
た
、

「初
代
白
神
先
生
著
/
御
自
筆
/

「御
道
案
内
」
」
と
表

に
墨
書
さ
れ

る
箱
蓋

の

裏
書

(後
掲
)

に
よ

っ
て
、
近
藤
本
が
大
正
元
年
に
近
藤

か
ら
教
老
井
上
守
忠

に
譲
渡
さ

れ
た
も

の
で
あ

る
こ
と
も
知
れ

る
。

 

以
上
、

近
藤

本

『
御
道

案
内
』
を
翻
刻

し
よ
う
と
す

る
事
情

・
理
由
を
述

べ
る
と
共
に
、

同
本

の
概

略
を
紹
介

し
た
。
さ
ら
な
る
詳
細

に

っ

い
て
は
、
前

出
拙
稿
を
参
照
願

い
た

い
。
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〈凡
例
〉

・
行
取

り
は
元

の
ま
ま

で
、
改

丁
箇
所

に
は
、

」

ー
オ

な
ど
と
記

し
た
。 

基
本
的

に
通
行
字
体

に
改
め
て

い
る
が
、
多
数
見
え

る
誤
字

・
宛

字
な

ど
は
元

の
ま
ま
で
あ

る
。

ま
た
、
差

別
用

語
も
元

の
ま
ま
と
し
た
。
判
読

不
能

・
困
難
な
場
合

は
、

ロ
で
示
し
た
。

・
全
体

を
三
十
五
段
に
分
段
し
、

そ

の
冒
頭

に
ー
～

35
の
番
号
を
加
え
た
。

ま
た
、
三
十
五
段

の
各

段
を

必
要
に
応

じ
て
さ
ら

に
分
段
、
そ

の

冒
頭

に

a
b

c
…
と

い
う
記
号
を
付

し
た
。

以
上

の
分
段
は
必
ず

し
も
厳
密
な
も

の
で
は
な
く
、
便
宜
的
な
措

置

で
あ

る
。

・
翻
刻

の
後

に
付

し
た
内
容
概
略
対
照

表

の

「近
藤
本
」
条

の
中

の
番
号

・
記
号

は
、
右

の
分
段
番
号

・
記
号
と
対
応

し
て
い
る
。

・
内
容
概
略
対
照
表

で
は
、
三
本
に

つ
い
て
同
様

に
分
段
、
各
段

の
内
容
を
簡
略

に
示
し
、
出
来
る
限
り
上

下
対
照
し
得

る
よ
う
に
し
た
。

・
内
容
概
略
対
照
表

に
お
け

る
表
記
は
、
基
本
的

に

『
御
道
案
内
』

の
あ
り
方

に
従

っ
て
い
る

(
「御
蔭
」
な
ど
)
。

1
御

道

案

内

序

 
シ
ン
シ
ユ
フ
ツ
イ
レ
 
 
 
 
ヲ
ロ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 

 
神

儒

仏

敦

れ

に

愚

か

は

無

れ

と

も

、

愛

に

、

 
ア
メ
ツ
チ
カ
ネ

 

天

地

金

乃

御

神

様

の
、

是

ま

て

諸

人

の
心

得

と

ハ

 

コ
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チ
カ
コ
ロ

 
異

な

る

、

其

新

た

な

る

事

聞

り

。

小

子

、

近

来

御

 

 

コ
ヘ
ロ
サ
 
 
 
 
 カ
ケ
 
 
コ
ゥ
 
 
 
 ホ
ッ

 
道

に

志

し

、

御

蔭

を

蒙

ん

と

欲

し

て

、

日

夜

 
シ
ン
シ
ン

 
マ

ネ

 

 

 

 

カ
タ
シ
ケ
ナ
ク

ヒ
マ
ス

 
ソ
ノ

 
神

仏

の
真

似

せ

し

処

に

、 

恭

も

日
増

に

其

イ
チ
シ
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
シ
ユ
ク

 
験

し
あ
り
。
新
参
未
熟

の
小
子
申

ハ
、
御
道

の

コ
ノ
カ
ミ
タ
チ
 
 
 
ハ
 
カ
サ
ア
ゆ
ト
ロ
ロ
ト
ロ
 
ア
マ
 

 
ア
リ
カ
タ

 

兄

達

に

ハ
錐

有

愕

り

、
 

余

り

難

有

さ

に

 

 

 

 

 
」

ー

オ

 
モ
ク
シ
カ
タ
ク
 
 
 
 
 
 
タ
カ
ラ
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ケ
 
 
シ

 
難

黙

止

、

三

ッ
の

宝

の
余

り
有

御

蔭

を

知

ら

ぬ

 

キ
セ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
モ
 
イ
タ
ヘ
カ
 
 
イ
サ
ナ
ワ

 
貴

賎

の
御

氏

子

と

共

に

戴

ん

と

誘

ん

か

 

 

 

 

 

 

ア
ナ
イ
 
ヒ
ヤ
ウ
タ
イ

為

に

、

御

道

案

内

と

表

題

し

、

不

知

不

才

の

 

 

 

 

 

 

 

セ
ン
コ
コ
ン
ラ
ン
タ
リ
ト
イ
エ
ト
モ
 
 カ
ネ
ヘ
へ

 

小

子

、

文

々
句

々
前

後

錐

為

混

乱

、

兼

々

 
ケ
ン
モ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
 
 
 
ア
ラ
 
 
 
 
 
ホ
へ

 

見

聞

す

る

処

、

思

ひ

出

の
儘

其

荒

ま

し

を

粗

 

 

 

 

 

 

ツ
タ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ハ
レ

書

記

す

而

已

。

拙

な

き

処

ハ
、

見

る

人

憐

ミ

許

し

 
給

へ
と

云

云

。

明
治
四
稔
辛
未
晩
春

露

塑

郎
謹
誌

 

」
・
ウ

2

一
、
、
天
ヶ
下
無

二
広

大

な

る
御

蔭

の
余

り

あ

る
大

 

 

 

 

 

 

 

 

モト
イ

御

元
社

ハ
、

正
直

を

基

す
。
b
此

書

記
す

処

ハ
、

小

子
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翻
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』



私

に

申

に
あ

ら

す
。

世

界
第

一
天
地
金

乃
御

神
様

御

教

に

、

神

ハ
物

を

云
す

、

金

光

大

神
を

以

て
伝

る

と
宣

し

を

、

小

子

、
御

取

次

御

伝
申

ハ
、

。学

才

 

チ
ヘ
ン
セ
ツ

知

弁

説

の
よ

し
あ

し
を

云
に
あ

ら
す

、
唯

生

の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ク
ワ
ン
セ
ン

儘

な

る
信

一
心

を

尽
す

御
道

に

し

て
、
勧

善

チ
ヤ
ウ
ア
ク
 
 
イ
ツ

懲

悪

ハ
敦

れ

も

同

し
事

な

り
。

神

国

に
生
れ

て
 

 

 
」

2
オ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ
ン
シ
ン

 
日
夜

御

蔭

を
蒙

さ

る

ハ
な

し
。

神

心

せ

す

ん

ハ

 

 

 

 

 

 

 

ス
ミ
ヤ
 
 
 
ト
ク
ト

有

へ
か

ら
す

。
d
速

か

に
得

度

し
信

心

な

る

人

ハ
、
御

蔭

を

蒙

る
事

、

其

身

ハ
勿

論
、

先

祖

よ

り

一
切

の

精

霊

子

々
孫

々
末

代

の
幸

福
徳

な

る

へ
し
。

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ
タ
カ
 
 
 
 
 
 
 
サ
カ
 
 
 
 
 
 
 
 ク
ッ

折

角

聴

て
も
、

或

ハ
疑

ひ
、
無

理
逆

ら

ひ
、

云
崩

す

 
人
、

又

ハ
空
吹

風

の
様

に
聞

な

か
す

人

に
お

い
て

ハ
、

是

非

も
無

次
第

な

り
。

 

 
大

谷

の
深

き
恵

を

汲

て
知

れ

 

 

 

 

 

 

 

 

 
」

2
ウ

 

 

 
あ

わ

れ

な

り

け

り
き

ン
な

か
す

人

3

一
、

抑

備

中

国

浅

口
郡

玉
嶋

湊

よ

り
壱

里

西

、
大

谷

 

 

 

 

 

 
イ
キ
カ
ミ

村

大
御

元

社

生
神

金

光

大

神

様

と
申

奉

 

 

 

 

 
ソ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 レ
キ
へ
 

 
る

ハ
、

御

壮

年

の
比

ハ
歴

々

の
御

百
性

に

て
、
農

業

被
為

成

し

か
、

故

あ

り

て
常

に
御

金

神

様

江

御

信
仰

被

為
成

、

日
増

に
御

蔭

を

蒙

れ

給

ふ

に

随

ひ
、

益

御
修

行

被

成
在

候

事

ハ
、

言

語

筆

紙

に

尽

し
か

た

し
。

当
今

ハ
 

白

川
殿

の
派

に
在

し

て
、 

」

3
オ

 
イ
キ
カ
ミ

 
生

神

金

光
大

神

様

と

ハ
、 

目

月
金

神

様

よ

り

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

ソ

御

直

許

に

し

て
、
御

道

開

き

の
祖

神

様

な

り
。

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
ノ
フ

 
日

々
夜

々
其

新

た
な

る
事

ハ
申
述

る

に

尽
す

。

子
時

 
 

 

 

 

 
 

 

 

タ
ン
シ
ヤ
ウ
マシ
マ

文

化
十

一
甲
戌
御

年
御

誕

生

在

し
、

今
御

健

勝

 
 

 

 

 

 
 

 
ヲ
ン
ク
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
 
 
 
 
タ
ケ

 
に

て
、
御

生

質

ハ
温
和

に

し

て
、

威

有

て

猛

か
ら

す

、

ウ
ヤ

ヘ
ヘ
シ
キ
 
 
 
 
 

ク
ワ
ン
シ
ン
タ
イ

ト

恭
敷
御
安
く
、
寛
仁
大
度

に
、
毎

日
、
御
広
前

に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
チ
ン
サ

 
早
朝
よ
り
暮

ま
て
御
鎮
座
在

し
、
農

民
よ
り

出
給
ひ
、
大
神
の
御
位
、
生
な
か
ら
神
と
成
せ
給
し
事

ハ
、

」

3
ウ

前
代
未
闘

の
事
な
り
。
初
心

の
人
、
家
業
除
力
有
時

ハ

 
参
詣
し
、
御
拝
奉
り

て
、
其
新
た
な
る
難
有
事
を
知

る

へ
し
。

 
 
千
早
振
高

天
原
を
今

そ
知

る

 
 
 
い
さ
き
よ
き
身
に
神
や
住
ら

む

4

一
、
、大
空
を
天
道
と

一
ッ
の
様
に
唱
る
人
あ
れ
共
、
天
は
天
な
り
、

 
道

ハ
地
な

り
。

天
地
を
以
て
天
道
な

り
。

天

の
尊

き
新
た

80



 

 

 

 

 
 

 

 

 

イ
エ
ト
モ

な

る
事

ハ
諸

人

知

る

と
錐

、

地

に
金

神
様

の
其

難
有

事

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

サ
ン
セ
ン
カ
イ

を
知

ら

さ

る
歎
。

里

ハ
素

よ

り

、

山

川
海

、 

 

 

 

」

4
オ

日
月

様

の
照

し
給

ふ

程

の
処

ハ
、

異

国

に

至

る
ま

て
、

地

の
大

氏

神

な

り
、

御
氏

子
な

り
。

、
日

月
金

神

様

を

合

て
、

世

界

の
御

三
宝

様

な

り
。

。
日
夜

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

ハ
ケ
シ

世

界

中

を

御
守

護
在

し
、

御

烈

き

事

ハ
、

諸

人
知

る

通

り

な

れ

共
、

又
、

善
事

に

ハ
御

柔

和
な

る
、

 

シ 
  
 ヒ

大

慈

大
悲

大
吉

神
、

金
乃

御

神

様

、
福

の
神

な

り
。

 

 

 

 
ケ
ン
ソ
ク

、
一
乃

御

春

属

に

ハ
大

将

軍

様
鱒
会
賦
。

.
日

々
夜

々
に

御
恩
厚
と
申

ハ
、

一
切
衆
生

の
生

る
ふ
よ
り
、

五
穀
を
初
め

」

4
ウ

一
切

万
物

出

来

る
も

、
寝

て
も

起

て
も
、

死

し

て

ホ
ウ
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シ
ツ
カ
イ

葬

ら

る

㌧
に
至

り

て
も
、

悉

皆

、

金

神
様

の
御

地
内

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
カ

な

り
。

如

何
成

神
社

仏
閣

有

と

て
も
、

地

内

を
貸

し

て

 

 

 
ノ
タ
マ
イ

 

 

 

 

 
 

カ
ク
タ
ツ
ト

有

と

の
宣

し

、

此
尊

き

日

天
四

様

月

天

四
様

雌
瞳
郭

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
キ
カ
ス

金

神

様

の
御

社

、

日
本
国

中

に
有

事

を
未

聞

。

重
然

と

錐

、

金

神

様

の
思

召

に

は
、

氏

子

一
統

に
恐

る

払

事

を

止

め

て
、

心
安

く

し

て
、

何

に
よ

ら
す

世

界
中

の
事

に

差

支

の
無
様

、

第

一
、
病

ひ
有

て

ハ
貴

賎

共

に
職
業

成

」

5
オ

翻
刻

金
光
教
布
教
文
書

近
藤
本

『御
道
案
内
』

か
た
し
、
諸
病
を
平
愈
さ
せ
、
体
を
丈
夫
達
者

に
な
し
、

又
、
寿
命
無

て

ハ
叶
わ
す
、
延
命
を
守
り
、
開
運
出
世
、

家
業
繁
昌
、
渡
世
不
自

由
無
様
、
其
身

一
代

の
繁
昌

ハ

繁
昌

に
あ
ら
す
、
子

々
孫

々
長
久
、
先
祖
よ
り
親
族

一
切

シ
ヤ
ウ
リ
ヤ
ウ

精
霊

を

う

か

ま

せ
、

其
身

ハ
生

な

か
ら

神

に
御

取
立

、

と

の

 

チ
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ

御
誓

ひ
な

り
。

、
一
統

日

々
夜

々
御

蔭

を
蒙

さ

る
無

き

 
 

 

 

 
 

 

 

レ
イ
 
 
ソ
マ
ツ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ツ
ミ
ト
カ

中

に
も
、

己

か
御

不
礼

御

鹿

抹

御

気
障

り

等

の
罪

科

を

作
し
て
、
御
知
ら
せ
御
尤
め
を
蒙
れ

ハ
、
己
か
事

ハ
云
す
に
、

」

5
ウ

勿

体

無

も
金

神

様

を

邪
鬼

の
如

く

に
恐

れ

、
悪

神

の
様

に

意

地

悪

き

人
を

金
神

、

在

郷

に

て

ハ
村

金

神
、

町

に

て

ハ

町
内

金

神
杯

と
、

悪

き

に

比

し

て
申

人

も

あ

り
。

慎

心

す

へ
し
。

恐

れ

て
己

よ

り
六

ヶ
敷

神

様

の
様

に
す

る

故

に
、
其

通

り

に
被

為

成

、

又
、
難

有

御

神

様

御

蔭

を

蒙

ん
と
信

一
心

に
御

拝

奉

る
時

ハ
、

其

通

り
に
広

大

 
 

 

 

 
 

 

サ
ツ
ケ

無

二

の
御
蔭

を

御
授

ヶ
御

助
ヶ
被

為
成

。

人

々
己

か
心
得

善
悪

次
第
、
鏡

に
影

の
移

る
か
如

し
。
h
然

る

に
、

適

々

」

6
オ

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

ス
ミ

信
仰

致

様

の
人
あ

り

て

も
、

角

の
方

に

云
訳
程

の

 
 

 

ナ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
カ
 
 
 
 
ト
カ

御
棚

を

作

し

て
、

と

ふ

そ
御

呵
り

御

尤

め

の
無

様

に
と

81



 
は
か
り
に
て
、
御
蔭

を
蒙

ふ
と

云
心

ハ
な
く
、

只
恐

々

 
ニ
ケ
ヘ
へ

 

々
御
拝
す

る
而
巳
。
是

へ
っ
ら

へ
な
り
。
何
ぞ
是
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニク

誠

の
信
心
と

い
わ
ん
哉
。
氏
神
と
し

て
氏
子
を
悪

ミ

 
給

ふ
に
あ
ら
す
。
人

々
是
迄
皆
心
得
違

ひ
な

り
。

愛
を

得

と
勘
弁
有

へ
し
。

5

一
、
此
広
大

の
御
道
を
守
る
平
生
心
得

の
事
第

一
に

ハ
、
」

6
ウ

 
神
社

仏
閣
に
限
ら
す
、
尊

所
御
前
を
通

る
時

に

ハ
、

 
何

処
に

て
も
謹
て
礼
拝

し
て
通
る

へ
し
。
し
か
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チ
ヨ
ト

 
 
 
 
 
 
 
 
シ
キ

 
日
月
様
江
向

ひ
御
直

に
少
度

の
礼
拝

ハ
致

て
も
、

 
拍
手
を
打
事

、
又

ハ
御
祓
杯
、
長

々
敷
上

る
事

ハ
不
相
成
。

 
用
捨
た

る

へ
し
。

是
、
御
道

に
お

い
て

ハ
大
事

の
事
な

り
。

6

一
、
御
上
様
江
忠
義
を
尽
し
、
御
法
度
を
相
守
り
、

 
御
年
貢
差
支
無
様
、
平
生
家
業
出
情

し
、
倹
約
を

専
ら
に
し
、
水
も
鹿
抹
に
遣
ふ

へ
か
ら
す
ゆ
心

ハ
小
く
、
気

ハ
 

」

7
オ

 
大
き
く
広
く
持

へ
し
。

往
古
、
青

砥
氏
川
中
江
銭
拾

文

 
落

せ
し
を
、

五
拾
文
か
松
明
を
買
求
め
、

人
を
雇

ひ
て
、

 
川
中
を
さ

か
さ

せ
し
。
是
等
事
御
道

に
叶
し
な
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

コ
ウ
ヘ
へ

7

一
、
父
母
に
事

り
て
篤
孝
に
し
て
、
何
に
て
も
少

し
も
心
配

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

ケ
ン

懸

ぬ
様

安

心

な
さ

し

め
、

家

内
中

、

一
家

親

族
春

 
ソ
ク 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム
ツ
マ
シ

属

に

至

る
迄

心
揃

て
睦

敷

し
、

世

間

に

ハ
信

義

を

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

ア
ワ
レ
 
 
 
 コ
ン
キ
ウ

以

て
交

り
、

上

を

敬

ひ

下
を

憐

ミ
、

困
窮

成

を

救

ひ
、

 

 

 
 

 
 

 

 

ツ
ミ
ト
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
マ

人
に
心
配
懸
ぬ
様
、

罪
科
の
か

玉
ら
ぬ
様
、
困
ら
せ
ぬ
様
、

」

7
ウ

差
支

無

様

、

腹

を

立
さ

せ
ぬ

様

、
欽

は
す

様

、

安

心

さ
す

様

、

 
助

る
様
致

と

の
御

神
教

な

り
。

又
、

信

仁

の
も

の
に

ハ
無

 
ハ
ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ア
シ
 
 
 
 
 
イ
テ
ア
イ
 
 ケ
ン
ク
ワ
コウ
ロ
ン

 
筈
な

れ

共
、

若

し
悪

き

人

に

出
会

、
喧

嘩

口
論

致

懸

る
様

 

の
事
有

て
も
、

負

て
退

く

へ
し
。

負

て
勝

の
御

道

な

り
。

 

 

 
 

カ
ン
ニ
ン

何
に
て
も
堪
忍
す

へ
し
。
堪
忍
無

て

ハ
、
御
道

を
守
る
事
相
成
か
た
し
。

 

 

 
シ
ツ
ト
ヘ
ン
シウ
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
ソカ
 
 ワ
サ
ワ
イ

8

一
、
疾

妬

偏
執

の
も

の
有

て
、

密

か

に
禍
を

為

す

共

、
腹

も

 

 

 
 

イ
シ
ユ
イ
コ
ン

 
立

す
、

意

趣
遺

恨

に
も

思

わ

す
、

又
、

盗

人

に
物

を
取

れ

て
も

 
イ
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 カ
ン
ニ
ン

 
怒
ら
す
に
、
大
厄
を
小
難

て
遁
れ
た
心
に
成

て
、
我

ハ
堪
忍

」

8
オ

 
す

れ

共
、

若

し

外

々
に

て
ケ

様

の
事

有

て

ハ
、

取

れ

た

 

 

 
 

 

コ
マ

 
本

人

ハ
嚥

困

る
し
、

又
、

賊

徒
等

の
幾

末

の
事

を

思

ひ
憐

ミ
、

 

 

 
 

 
 

 

カ
エ

 
何

卒
善

心

に
立

還

る
様

に
祈

念

し
遣

し
、

何

に

て
も
陰

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

ニカ

 
徳

を

積
様

に
致

へ
し
。

腹

立

紛

れ

に
、

足
留

の
、

腹

苦

る

 
様

に
被

下
成

杯

と

願

ふ

て

ハ
、

御

請

な

し
。

如

何

成

大
悪

 

人

た
り

共
、

皆

御

氏

子
な

れ

ハ
、

御
歎

き
給

ふ

て
其

罪
を

82



悪
ミ
給

ふ
共
、
其
人
を
悪
ミ
給

ハ
す
。
付
-
殊
に
失
も
の
と
走
り
人
の

事

を
御
伺

ひ
御

願

申
事

ハ
、

御

断

な

り
。

是
非

入
用

の

」

8
ウ

品
な
れ

ハ
、
前

に
申
如
く
憐

ミ
を
以
て
願
ふ
な
れ

ハ
、
其
儘
戻
る
歎

、

 
ケ
ン

減

し

て
戻

る

歎
、

御

操
合

あ

り
。

平
生

信

仰

の
内

に

ハ

 
ト
ウ
 
 
マ
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
マ

盗

難

稀

な

り
。

付
2
大

御

元
社

に

ハ
御
締

り

と

云
事

な

し
。

 
毎

も
夜

中

御

明
ヶ
放

し
な

り
。

小

子
も

、

盗

人

と
薬

ハ

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
シ
ユ
ン

 
敷

居

よ

り
内

ヘ

ハ
入

ま

し
き

な

り
。

是

に
準

し

て
、

火

 
難

等

ハ
有

ま

し
き

な

り
。

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

フ
ン
シ
ン
 
 ミ
タ
マ
 
 
 
 
 
 
 シ
ツ

9

一
、
我
子
た
り
共
、
天
地

の
御
分
身

御
賜

も
の
な
究

賎
か
家
に

ハ
、

 

 
 
チ
ヤ
のチ
ヤ
ク
 
 
シ
カ

終
に

ハ
打

榔
し
、

呵
る
に
も
、
出
て
行
、
戻
る
な
と
云
事

諸

」

9
オ

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

ハ 
リ
 
 
ヤ
イ
ト

 
勝

負

事

、

無

益

の
殺

生

、

毫

鍼

、

灸

、

是
等

の
事
、

皆

御

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

マ
サ

嫌

ひ
な

り
。

小
児

共

、

灸

ハ
す

へ
す

共

、
健

て
丈

夫

て
無

事

勇

ま

し

く
成

長

す

れ

ハ
宜

し

か

ら

ふ
と

の
御

事

な

り
。

 

 
 

 

 

シ
ン
シ
ン

ー〇

一
、
、御

道

神

心

ハ
至

り

て
安

き
事

な

る

に
、

人

々
、

己

よ

り

 
何

事

も

無

理

に

六
ヶ
敷

し
、

第

一
、
方

角

か
悪

ひ
、

年

廻

り

 
月
柄

日
柄

か
悪

ひ

の
と
、

差
支

の
事

な

り
。

又
、

不
浄

、
稼

れ
、

 
忌

腹

の
と
、

是

差

支

な

り
。

或

ハ
、

あ

れ

は
竃

よ

、

是

を
飲

食

す
れ

ハ
あ

た

る

の
と
、

是
皆

差
支

の
事
而

巳
云
な

り
。
」

9
ウ

翻
刻

金
光
教
布
教
文
書

近
藤
本

『
御
道
案
内
』

御

道

に

ハ
、

ケ

様

に

せ
ま

き

小

き

論
を

云

に
あ

ら
す

。

世

界

中

の
事

、

正
路

の
事

な
ら

、

自

由
自

在

、

勝

手

次
第

な

り
。

、
御

道

信

仰
致

す

に
、

神

文
杯

為

す

に
不

及
。

去

ル
外
方

江

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

コ
 
ロサ

御

信

心

の
御
方

、
此

方

御
道

江
信

心

の
志

し
に

て
、

神

文

認
め
奉

納

せ
ん

と
持

参

致

さ

れ

し

か
、

御

元
社

に

ハ
御

納

受

不
被
成

。

神

文

証

文
書

て
も

、

間
違

ふ
事

あ

り
。

是

ハ
無

共

違

わ

ぬ

か
、

信

心

な

り
。

。
又
、
奏

銭

初

穂

に
も

不

及
。

神

心

致

に
も
、

賓

銭

初

穂

無

て
御

蔭

か
受

ら
れ

ぬ

も

の
 

 

」

10
オ

 

 
 

 

ヒ
ン
キ
ウ

な

れ

ハ
、

貧

窮

な

る

も

の

ハ
、

病

気
何

に

よ
ら

す

、
助

る
事

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

ト
 
 コ 
ソ
  コ

出

来

ぬ

と

の
御

理
解

な

り
。

旦
、
何

方

彼

方

の
祈

祷

、

札

守

り
、

布

施

、
初

穂
、
學

百
弐

拾

銅

壱

貫
、

弐

百
拾

弐

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

フ
 
セ

貫
文

杯
、

段

々
是
有

よ

し
。

是

、

御
初

穂

御

布

施

の

高

い
の
か
、

御

蔭

の
多

ひ
道

理

な

り
。

随

分

冨
家

の
人

ハ

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

ホ

自

由

自
在

に
求

め

て
も
、

貧

者

ハ
何

程
欲

し

く

て
も

求

め

か
た

く
、

察

し

て
見

れ

ハ
、

貧

者

ハ
御

蔭

も

蒙

ら

れ

ぬ
道

理
な

り
。

御
道

ハ
、

金
銭

初

穂

の
有
無

の
差

別

」

10
ウ

無
。
、
又
、
婦

人
月

厄

の
稼
れ
、
産

の
臓

れ
、
死
臓

れ
、
忌
腹

の
と

云
事

な

く
、

御

道

の
不

浄

と
申

ハ
、

悪

し

き
事

を

犯

す

か

83



不

浄

に

て
、
悪

き
事

ハ
、
少

し

て
も

思

ハ
す

、
云
す
、
為
す
、
清

く

潔

き

よ

け

れ

ハ
、

仮

に
も

稼

る

玉
事

無

。

.
又
御

祓

を

上

ヶ
、

経

巻

を

読

諦

す

る
事

ハ
、

己

か
気

任

せ

に
致

へ
し
。

御

祓

や

仏

経

は
か

り

て
御

蔭

の
有

も

の
な

れ

ハ
、

御

祓

仏

経

を

知

ら

ぬ

人
も

多

し
。

此

人
達

ハ
、
御

蔭

ハ

 

 

 

 

 

 
 

 

タ
ト
イ

蒙

れ

ぬ
道

理

な

り
。

仮

令

千
度

万
度

の
祓

に

ハ
、 

 

」

1ー
オ

諸

入
費

も

多

し
。

此
方

御

道

、

一
度

祓

に
も

不

及
。

又
、

香

灯

明

種

々
の
備

物
致

し
、

千

部

万
部

の
読

経
、

猶

百

万
遍

の
大

般

若

経

の
、

千

巻

陀

羅

尼

と
、

数

々
大

祈

祷

有

共

、

入
費

も

多

し
。

貧

者

蓮

も

不

及
。

又
、

己

か
信

一
心
無

て

ハ
、
無

益

の
事
な

り
。

猶

、
神

か
教

を
用

ひ
す

、
親

の

云
事

を

聞

ぬ

も

の

ハ
、

取

へ
な

し
と

宣

し
。
,
本

朝

元

 

 

 

 

 

 
 

 

シ
ユ 
 
 
 
カ
タ
ク
ナ
 
 
 
 
 カ
ニ
シ
ウ

神
道

な

る
を

、

後

、
儒

道

仏

法

頑

に
何
宗

彼

宗

の
と

ワ
ケ
ヘ
タ
ツ

分
隔
れ
共
、
夫

に
て

ハ
片
切

て
差
支

へ
、
事

せ
ま
く
、
」

1ー
ウ

御
道

ハ
、
神
儒
仏

の
差
別
無
、
貴
賎

の
御
氏

子

一
統
、

天
ヶ
下
、
忠
孝
仁
義
慈
悲
信
而
已
専

ら
に
尽
す
、

広
大
無

辺

の
御
道
神
仰
致
と

て
も
、
家
業

の

 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ソ
カ

妨
ケ

に
な
ら

ぬ
様
、
閑
敷
時

に
は
礼
拝
す

る
に
不
及
。

、唯
常

に

 

日
天

四
様

の
御

陽

気
、

月

天

四
様

の
御

潤

ひ
、

金
神

様

の
御

大

地

、

天

地

の
御

恵

に

て
成

熟

す

御

米

、

則
御

三
宝
様

と
申

な

り
。

其

外

万
物

御

三
方

様

の
外

る

㌧

事
な
く
、
寝
て
も
起
て
も
、

一
足
歩
ミ
て
も
、

一
飯
を
食

て
も
ご

12
オ

頂

き
、

天
地

の
御

恩

の
難

有

事

を

思

ひ
忘

れ

ぬ

か
、

御

道

の

 

 

 

 

 

 

 

 

ス
リ

信
心
な

り
。
仮
令

、
手
摺

足
す

り
、
水
行

、
は
た

か
参

り
致

て
も
、

心

か
間

違

ふ

と
無

益

な

り
。

又
、

御

会

式

を

も
忘

れ

ぬ
様

に
、

御
掃

除

等

も

致

し
、

相

待
楽

し

む
位

に
致

へ
し
。
、
我

宅

に

御

棚

か
有

ハ
よ

し
。

無

と

て
も
、

金

神

様

ハ
、
其

家

々
に
御

 

 

ヲ
ワ
シ
マ
シ
マ 
 
 
 
 
 
 
カ
キ
ヤ
ウ
ヒ 
マ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 カ
へ

詰

切
御

座
在

す

な

り
。

家
業

除

力

あ

る
と

き

、

壁
な

り

と

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
キ
 
エ

柱

に

て
も

、

何
方

成

土
ハ勝

手

よ

き
方

江
向

ひ
、

己

か

帰
依

 

 

 

 

 

 

ヌ
キ
ン
シ
テ
タ
ン
セ
イ

す

る
処
を

以

て
、

抽

丹

誠

左

之

通
。
 

 

 

 

 

」

12
ウ

廿
四
日
 

+
日
 

 

 

 

 
シ

日
天

四
 

生

神

金

光
大

神

 

 

 

 

天

地

金

乃

神

縮
鍛
献
梅
朋
廿
二
日

(上
割
書
は
朱
)

廿
三
日

月

天
四
 

の
こ
ら

す
金

神

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サ
 
ケ

如

此

御
神

号
を

唱

て
礼

拝

し
、
葦
捧

物

等

ハ
、

毎

日
御

膳

の

焚

初

穂

を

三
盛

り

備

ふ

へ
し
。

御

か

}
ミ
を

備

ふ
節

ハ
、

三
ッ
重

ね

に
致

へ
し
、
其
外

、
焚

た
物

、
焼

た
物

、
生

も

の
に
も

84



限
ら
す
、

世
界
中

の
品
も

の
、

四

ツ
足

の
物

の
類
を
除
ヶ
は
、

至
来

の
も
の
、
又
か
ん
き
餅
に
て
も
何
成
共
、
初
穂
な
ら

ハ

」

13
オ

苦

し
か
ら
す
、
備
ふ

へ
し
。
,世
界
第

一
大
氏
神

天
地

の
御

神
様
、
御
祭
致

に
も
、

角

の
方

の
御
棚

ハ
、

 
 

レ
イ
 
 
 
 
 ソ
マ
ツ

御

不
礼
、

御
麓
抹
な
り
、
勿
体
な
し
。

正
面
真
中

の

様

の
処
歎

、

又

ハ
座
敷

の
床

の
様

の
処
江
、
諸
神
様

と

ハ
別
段
に
祭

る

へ
し
。
k
御
元
社

よ
り
御
札
守

り

ハ

出
不
申
。
監
暦

ハ
、
諸
人
知
る
通
り
、
元
日
よ
り
大
三
十
日
ま

て
、

日
月
金
神
…様
の
御
事

而
已
に
し

て
、
外
…様

の
事

ハ

出
不
申
。
御
神
体

に
祭
る

ペ
し
。
m小
子

ハ
、
此
御
本
を

」

13
ウ

御

神
体

に
祈
念

し
、
朝
暮
御
拝
奉

る
に
も
、
第

一

宝

詐
悠
天

下
泰
平
御
国
成
就

万
皆
康

ク
、

或

ハ
遠
方

に
火
事
有
と
見
れ

ハ
、
誰

頼
む
人
無
共
鎮

火

の
祈
念

し
、
火
鎮
り
た
後
、
頼

ミ
た
人
無
れ

ハ
礼
云
人
も

無
共
、

又
、

風
荒
吹
と
き
に

ハ
、
難
舟
火
難

の
無
様
、
何

に
て
も
差
支

の
無
様
、
世
界
中

の
為
、
善
事
而

已
願

ひ

祈
念

し
、

人
を
助

ケ
て
己
か
助

る

の
御
道

、
我
事

ハ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チ
カ

願
わ
す
共
御
蔭

ハ
被

下
と

の
御
誓

ひ
な
り
。 

 

 
 

」

14
オ

翻
刻

金
光
教
布
教
文
書

近
藤
本

『
御
道
案
内
』

 
則
有
御
神
歌

に
も
、

 
 
心
た
に
信

の
道

に
叶

ひ
な

は

 
 
 
祈

ら
す
と

て
も
神
や
守

ら
ん

11

一
、
無
人
に
て
家
業
除
力
無
歎
、
遠

国
人
や
、
或

ハ
主
人
持

の

勤
あ
る
人
、
又

ハ
老
人
、
足
弱
歎
、
子
持

の
婦
人
、
其
外
差
支

の

有
人
、
御

元
社
江
参
詣
致
度

て
も
出
来
ぬ
事
を
愁

る

事
な
か
れ
。
千
里
を
隔
る
共
、
信

一
心
を

以
て
願
ふ
な
ら

ハ
、

速
に
受
取
と
宣
し
。
仮
令
願
事
有

て
参

る
と

て
も
、 

」

14
ウ

何
も
持

て
来

る
に

ハ
及
す
。

唯
信

の
心

一
ッ
を
持

て
来
れ
と

宣

し
。

又
、
願

ひ
の
御
取
次
、
御
祈
念

ハ
被
為
下
成

て
も
、

 
カ
ン
シ
ン

 
肝
心

の
御
蔭

ハ
我
心
に
有

へ
し
。
自
身

の
信

一
心
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ
ワ
キ
シ
ン
シ
ン

 
以
て
御
蔭

を
受

る
の
御
道
、
浮
気
普
心

ハ
御
蔭

か

 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ン
シ
ン
 
 
 
 
 
 
シ
ン
シ
ン

薄

し
。
カ

を
入
て
深
信
致

へ
し
。
神
心

ハ
仕
徳
、
御
蔭

ハ

 
取
勝
な
り
。
氏
親

神
な
り
、
御
氏
子
な
れ

ハ
、
平
生

孝

子
の
父
母
に
事
る
か
如

し
。
他
行
致

と
き
に

ハ
、
願
ひ

御
届
ヶ
申

て
出
れ

ハ
、
留
守
外
共
に
無
事
用
向
も
調
ふ

」

15
オ

 

へ
し
。
帰
れ

ハ
直

に
御
礼
御
届
ヶ
奉
申
上

へ
し
。

 
 
信
あ
れ

ハ
自
由
自
在

に
お
も
し
ろ
や

85



 

 

 
こ

》
ろ
神

楽

の
鈴

し
か

る

ら

む

12

一
、
、御

道

ハ
、
病

人
何

に
よ
ら

す

、
如

何

成

事

に
も

御
祈

祷

と

 
云
事

無
。

夫

故

に
、

身

に
附

た

る
着

る
物

、

木
綿

切

の
、

白

米

の
、

其

外

捧

も

の
入
用

と

云
事

無

。

若

し
如
何

様

の

事

有

と

き

御

願

ひ
に

参
詣

致

て
も

、
御

初

穂

の
多

少

に

も
よ

ら

す
、
有

も

無
も
御

変

り
無

、
御

祈
念

被
為

」

15
ウ

 

 

 

 

 

 

 

 

 
サ
イ
テ
ン
 
 
 
 
リ
カ
イ
 
 
 
 
ツ
ヘシ
ミ

 
下
成

、

日
を

限

て
御

裁
伝

、

御

理
解

あ

り
。

謹

て

チ
ヤ
ウ
モ
ン

聴

聞
す

へ
し
。

 
大

神
様

ハ
、

毎

も

先

を
楽

し
め

と

宣

し
な

り
。

 

 
大

谷

の
御

道

を

す

く

に
行
な

ら

ハ

 

 

 
咲

た

の
し

め
や

花

も

あ

る
ら

ん

b
如

比
、

自

由
自

在

に

し

て
、

物

の
入

ぬ
広

大

の
御

道

 

 

 

 

 

 

 

ネ

キ

 

 
 ミ

コ
 
ヤ
マ
フ
シ
 

 
イ
シ
ヤ

 
ヱキ
シ
ヤ

 
故

、
終

に

ハ
御

祢

巫
、

御

神

子
、

修

験

者
、

御

医
者

、

易

者

等

の
多

き
中

に

ハ
、

若

し
其
道

の
妨

ケ

共
な

ら

ぬ
か
と

」

16
オ

 
思

ふ

人
有

共
、

さ

に
あ

ら
す

。

皆

御

氏

子
な

り
。

氏

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サ
マ
タ

 
神

と

し

て
何

ぞ

氏

子

の
妨

ケ

を
な

さ

ら

ん
哉

。

神

 
心

致

せ

ハ
、

其
道

々

の
職
業

繁

昌

さ

せ
ふ

と

の

 
御

誓

ひ
な

り
。

御
道
案
内
巻
の
上
終

」

16

ウ

御
道
案
内
巻

乃
中

13

一
、
御
道
未
た
不
案
内

の
人

ハ
、
第

一
普
請
、
作
事
、
家
移

り
、

宅
替
、
他
行
、
嫁

入
、
聲

と
り
、
相
談
事
、
竹
木
を
伐
、
畜

類

の
遣
と
り
、
産

の
向
様
、
捨
物
等
、
何

に
よ
ら
す
、

己
か

年

廻
り
、
鬼

門
、
未
申
、
年
月
日
廻
り
、
九
魔
王
子
、
時

 
ふ
さ
か
り
等

の
御
方
角

の
事

に
吟
味

し
、
煩
敷
事

多

し
。
仮
令
明
き

の
方
、
吉
方
た

り
共
、
皆

金
神
様

の
御
地
内
な

り
。
年
月
日
柄
、
方
角
を
 

 
 
」

17
オ

相
撰
ミ
、
家
相

の
吟
味

し
て
も
、
御
気
障

り

の
事

あ
れ

ハ
無
益
な
り
。
繁
昌
も
相
な
ら
す
。
何
程
子
供

か

 
出
生

し
て
も
、
育

る
事
無
。
其
外
、

種

々
の
事
発

る

 
事
あ
り
。
何
方
彼
方

に
て
見

て
貰

ひ
た
れ

ハ
、
何
月

 
何

日
何
時

に

ハ
構
わ
ぬ
杯
と
、
御
留
守
を
硯

ひ
、
己
か
気

 
儘
成
事
を
致

し
、

又
、
嫁

入
、
其
外
他
行

に
、
外

の
道

江

 
廻
り
て
行
、
金
神
を
た
ま
す
共
、
た
ま
さ

れ

ハ
せ
ぬ
。

又

 
 
 
 
 
 
シ
ユ
メ
 
 
ヒ
キ
オ
ク
 
 
 
 
 
 シ
ユ
メ

 
金
神
除
と

て
注
連
を
曳

置
と
も
、
注
連

に
は
 
 
 
 
」

17
ウ

86



 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

ソ
ウ
シ
キ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホ
ウ
ム

 
恐

れ

ぬ

と

宣

し
。

猶

、

死

人
葬

式

ハ
大

礼

な

る
に
、

葬

り

 

 

 

ホ

 
穴

を

掘

る

に

ハ
、
方

角

日
柄

を

撰

ま
す

、

勝

手

次
第

の

 
事

を

致

し

、

若

し
御

気

障

り
等

の
事

有

と
き

ハ
、

 
死

人

の
為

、
跡

の
為

、
悪

し

玉
な

り
。

 

 

 

 

 

シ
ン
コゥ

ー4

一
、
、
御
道

信

厚

の
も

の
に

お

い

て

ハ
、

是

に
表

裏

の
違

ひ

な

り
。

己
か
作

廻

ひ
勝

手

に

よ

り

て

ハ
、

年

廻

り
、

八
方

 
テ
キ
サ
ツ

的

殺

共

云
す

、
鬼

門
、

未

申

、

三
年

ふ
さ

か

り
、

其

外

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
カ
ワ
ヤ

何

れ

の
御

方

角

に

向

ひ
、

家

蔵

建

ふ

と
、

又
厩

を
 

 

」

18
オ

 

ナ

 
作

す

共

、

三
輪

亡

の

日
建

す

へ
、

何

成

共

、

以
前

に
、

御

断
、

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

キ
ヨ

 
御

願

ひ
奉

申

上

、
御

神

許

を
蒙

れ

ハ
、

其

日
よ

り

自

由
自

在

、

勝

手
次

第

に
致

す

な

り
。

此

広

 
大

な

る
御

道

の
訳

を
知

ら

ぬ

人

ハ
、
あ

れ

よ

是

よ
と

 
物

を

入

て
心

配

し
、

猶

他

行
す

る
に
、

今

日

ハ
九
魔

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

ニク

 

王

子

に
当

る
、
除

ケ

る
杯

と

云

て
、

恐

て
 

る
な

り
。

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

ク
 
マ

 
夫

を

平

生
信

厚

の
も

の

ハ
、
今

日
幸

ひ
九
魔

の
御

 
金

神

様

の
御

廻

り
合

な

り
、

御

蔭

を
蒙

ん
と

、 

 

 

」

18
ウ

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

シ
ト

 
御

拝

奉

り

て
、

小
児

の
母

を
慕

ふ

か
如

く
御

鎚

り

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

ト
カ
 
 
 
 
 
 
シ
カ

 
申

せ

ハ
、

御

氏

子
な

れ

ハ
、

何

ぞ

是

を
御

尤

め
、

御

呵
り

翻
刻

金
光
教
布
教
文
書

近
藤
本

『御
道
案
内
』

な

さ

ら

ん
哉

。

心

の
置
処

の

一
ツ
な

り
。
、
人

に

よ

り

て

ハ
、

 
私

に

ハ
御

蔭

か
な

ひ
、

何

程

信

心

し

て
も

同

し
事

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

す
 
 
 
 
 
ク
 
チ

な

り

と
、

己
か
信

心

の
足

ぬ

事

を

云
。
是
、

愚

知

な

り
、

ア
ヤ
マ

 
誤

り

な

り
。 

金

神

様

に

ハ
、

世
界

一
統

氏

子

と

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

マ
シ
マ

宣

ひ
、

御

蔭

を
御

授

ヶ
御

助

ヶ
度

思

召
在

し
也

。

 

ウ
 
ソ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ
 
ソ

 

。旺
詐
と

云
事

ハ
、

人
界

の
申
事

に
し

て
、
神

に
呼
詐

ハ

」

19
オ

 

 

 
 

 

 

 

ウ
タ
カ
 
 
 
 
 
 マ
ヨ
 
 
 
 
 
 
ニ
コ

 
無

な

り
と

宣

ひ
、

疑

ハ
す

、

迷

ハ
す
、

濁

ら

す

、
我

を
捨

、

身

の
上

の
事

ハ

一
切

あ
な

た

任

せ
と
、

力

を

入

て
信

心

 
な

る
時

ハ
、
御

蔭

ハ
速

に

顕

然

な

り
。

神

か
教

を

 
用

ひ
す

、

親

の
云
事

を

聞

ぬ

も

の

ハ
、

取

得

な

し

と
宣

し
。

 

 
天

地

の
神

に

い

つ
わ

り

な

き

も

の
を

 

 

 
疑

ふ
な

ら

ハ
何

か
ま

こ
と

そ

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
ア
ナ
タ

ー5

一
、
病

気

其

外
何

事

に
も

、

願

主

に

よ

り

て

ハ
、
何

方

 
コ
ナ
タ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ワ
テ
ル

 
彼

方

の
御

蔭

、

あ

れ

よ
是

よ

と

周
章

人
あ

り

。 

 

 

」

19
ウ

心

か

ニ
ッ
三

ッ
五
ッ
に
も
成

て
、

是

濁

る
な

り
。

夫

丈

ヶ

 

 

 
 

 

 

 
コ
ウ

 
心

を

配

り
た

る
功

ハ
有

に
も

せ

よ
、

一
心

と

ハ
申

か
た

し
。

イ
ツ
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
ノ
ミ

敦

の
御

神

仏

様

江
願

か
け

、

又
、

人

を
慧

と

て
も
、

た

の
ミ
様

に
よ

り

て
、

力

の
入

処

の
相

違

あ

り
。

87



 
願

主

の
心

得

有

へ
き

事

、
信

一
心

を

起

す

へ
し
。

 

 
カ
ン
ヨ
ウ

是

肝

要

な

り
。

16

、御

蔭

の
事

ハ
書

記

す

に

ハ
尽

せ
と

、

兼

て
見
聞

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホ
へ

 

 
す

る
処

、
初

心

の
人
江
、
其

荒
ま

し
を
粗
左

に
記
す

。
」

20
オ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
セ
ン
ソ
ゥ

 
、
一
、

御

武

家

様

に

ハ
、

去

ル
年

御

戦

争

之
節

、

平

生

御

道

御

信

仰

の
御

方

様

、
御

出
張

之
瑚

、

鉄

炮

玉

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サ
ヤ
 
 ア
タ
ぢ
 
 ツ
カ

 
来

り
て
、

袖

に
当

り
、

刀

の
鞘

に
当
、

柄

に
あ

た

り

て
も
、

 
御

身

に

ハ
障

り
無

、

御

難

を

遁

れ
給

ひ
、

又
、
外

に
同

し

 
御

出
張

の
御

方

様

、

鎮

炮

疵

を
蒙

ら
れ

、

玉

の
骨

に

 

ニ

 
煮

へ
附

た

る

ハ
、

種

々
御

療

治
被

成

て

も
取

か

た

き
も

、

 
御

信

心
被

成

て
、

い

つ
の
間

に

か

ハ
取

失

し
な

り
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ヤ

ー7

一
、
、
御

百

性

の
農

作

に
、

他

に
肥

し
を

入

し
と

、
御

」

20
ウ

 

 

 

 

 

 

 

コ
ヤ

 
信

心

の
御

方

、

肥

し

を
他

の
半

分

も

入
さ

る

に
、

出

 

 

 

 

 

 
ト
リ
 ョミ   
シ
カ

 
来

込

よ

く

、

取
実

も
爾

と
勝

し

と

な

り
。
b
又
、

虫

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミ 
キ

 
気

の
有

と

き

ハ
、

御

神

酒

を

笹

に
附

て
振

て
、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ
ワ
カ

速

に
失

し
な

り
。

。猶

、

田
畑

乾

か

し

て
よ
き

ハ

 

か

わ

か

し
、

し

め

り

て
よ
き

ハ
し

め

り

を
遣

し
、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ス
キ
ナ
ヨウ

 
金

神

の
地

内

な

れ

ハ
、

好
様

に

し

て
遣

す

と
宣

し
。

同

し
な

ら

ひ

の
田
畑

に
、

出

来

不

出

来
、

甲

乙
有

を

以

て
知

る

へ
し
。
、
五
穀

成
熟

も

己

か
心

に
あ

り

。 

 

」

2ー
オ

信

心

す

へ
し
。

猶
、

凶
作

を

天
災

の
様

に

云

て
歎

く

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
チ
シ
ヨ
ク

事

な

か
れ
。

御

道

に

お

ひ
て

ハ
、

自
身

の
恥
辱

な

り
。

 

 
秋

の

田

の
刈

穂
淋

し

く
悲

し
き

ハ

 

 

 
お

の
か
信

の
足

ら

ぬ

恥
な

り

 

 

 

タ
カ
エ
 
 
 
 
 
 
 
 
 ユ
ツ
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ユ
ツ

 
,猶

、
耕

す

に
も

畔

を
譲

り
、

行

も

の

ハ
道

を

譲

り

、

御

氏

子

一
統
貴

賎

和
睦

し
、

天
地

の
御

神
様

に
も

カ
ン
ヲ
ウ
マ
シ
マ

感
応

在

し

て
、

一
切

災

も
す

く
な

く

、

世
界

も

曝
順

風

順

雨
、

夫

も

夜
降

て

昼
快

晴

し
、 

 

 

 

 

」

2ー
ウ

年

々
万
穀

豊
熟

し
、

山

ハ
茂

り
、

池

川
海

に
魚

鳥

沢

山
な

り

し
。

自

然

人

気

も
寛

々
と

し

て
、

 

 

 

 
 

 

 

 
 

ソ
シ
ヤ
ウ
 
 
 
 
 ス

 
天
ヶ
下

平
穏

成

へ
く

、

訴

訟
等

も

数

く

な

く
、

御

上
様

に
も

御
機

嫌

成

就
、

御

安

堵

被

為
成

へ
し
。

是

、

一
統

の
忠
義

共

成

へ
し
。

其

身

の
徳

な

り
。

謹

而

 
シ
ン
コ
ウ

信

厚

す

へ
し
。

小

子
、

平

生

是

を
祈

念

す

る
而

已
。

18

一
、
、普

請

作
事

ハ
、

前

に
申

如

く
、

勝

手

次
第

、

自

由

自

在

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

ケ
 
カ
ア
ヤ

 
に
致

て
、
大

工
、

旦
雇
、

手
伝
、
怪
我
過
ま
ち
と

云
事
を

」

22
オ

S8



 

 

 

 

 

 

 

ノ
カ
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ

 
未

聞

。

又
、

難

を
遁

し
事

ハ
、

書

し

る

し
か

た

し
。
b
又
、

鍛

 
冶

職

に
、

金

床

痛

ミ

て
仕
事

出
来

か
ね

、

仕

替

る

ま

て
御

願

ひ
申

て
、

毎

朝
金

床

に
御

神

酒

 

 

 

 

ハ
モ
ノ
 
 
ウ
チ

を

附

て

刃
物

を
打

し

に
、
格

別

の
出

来

に

て
、

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ア
キ
レ

向

鎚

す

る

も

の
も

難

有

偶

し
な

り
。

余

ハ
、

是

に
準

し

察

し
知

る

へ
し
。

19

一
、

、商

人
御

蔭

を

蒙

り

た

る
多

き
中

に
も

、

去

ル
酒

屋

に

 

 

 

 

 

 
ア
マ
タ
イ
タ
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
 
ワ

仕

込

の
酒

桶

数

多

痛

ミ
か

け
、

身

代

に
も

拘

る
 

 

 
」

22
ウ

 

へ
き

処

、

御

神

酒

を

入
置

て
元

の
如

く

に
直

し
な

り
。

、
惣

而
味

噌

漬

も

の
何

に

よ
ら

す

、

作

り

物
味

チ
違

ひ
か

け

に
、

御

神

酒

を

入
置

て
直

る
な

り
。

 
、右

此

条

々

ハ
、

御
道

に

ハ
小

事

に
し

て
、

書

記
す

に

ハ
足
ら

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
ホ
へ

す

と
錐

、

畢
尭

初

心

の
人

に
粗

知

ら

せ

る
而

已
。

20

一
、

上

々
様

方

の
御

縁

気
、

御

縁

談

の
事

ハ
、
格

別
な

り
。

農

民

町
家

に

お

ゐ

て
、

当

世
縁

談

に
、

何

方

に

も
第

一
、

 

 

 

 

 

 

 
 

カ
タ
ク
ナ
 
 
 
 
 
 
 
 
 キ
ウ
カ

血
伝

、

家

柄

の
事

を

頑

に
吟
味

し
、

旧
家

の
家

柄

の
と

」

23
オ

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
ナ
ト

 
云
、

又
、

成

上

り

の
、
新

出
来

も

の

}
、

貴

賎

の
と
慢

り
、

 
其
家

柄

、

旧
家

の
元

の
元

を
押

て
吟

味

を

す

る
時

翻
刻

金
光
教
布
教
文
書

近
藤
本

『
御
道
案
内
』

 
に

は
、
善

き

中

に
も

又
悪

き

事

あ

り
。

猶

成

上

り
の
、

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒ
セ
ン

新

出

来

も

の

墨
、

卑

賎

の
も

の
た

り

共
、

途

中

よ
り

出

 
来

た

も

の
に
も

あ

ら

す
、

皆

先

祖

よ

り

元

の
元
有

て
、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

セ
イ
ス
イ

 
是

皆

旧
家

な

り
。

足

下

に
見

る
事

な

か
れ

。

盛

衰

ハ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ
ラ
ヤ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヱ
カ
キ
タ
モ
チ

 
世

の
習

ひ
、

又
、
非

道

の
冨

を
羨

ミ

へ
か
ら

す
。

画

餅

の

如

し
。

仮
令

往

古

よ
り
身

代

今
幸

ひ
に

し

て
、

其
儘

の

」

23
ウ

 
旧
家

に

て
も

、

油

断

な
ら

す

。

当
時

節

柄

、

浮

雲

の
如

く

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

レ
イ
ラ
ク

何
時

変

化

も

斗

り

か

た

し
。

或

ハ
零
落

し

て
、

漸

く

 
ス
ミ
 
 
 
 
タ
ヘ
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ェウ

隅

の
方

に
そ

ミ
居

る

人
も

多

し
。

得
家

柄

の
事

を

 

 

 

カ
エ 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ツ
カ

云

て
、

還

り

て
先

祖

を
恥

し

め

る
事

あ

り
。

何

程

旧
家

の

人
た
り
共
、
当
時

壮

ん

の
人

に

ハ
及

へ
か
ら

す
。
随
順

せ
さ

れ

ハ

立

か
た

し
。

正
路

に
衰

ふ

も
軽

す

へ
か
ら

す

。
冬

枯

の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
メ

草

木

も
、

時

至

れ

ハ
、

芽

ふ

き
花

咲

事

も

あ

り
。

何

の

ウ
レ
イ

愁
か
あ
ら
ん
。
信
と
こ
}
ろ
を
尽
す

へ
し
。
家
柄
の
吟
味

」

24
オ

 
よ
り
、
人
柄

の
吟
味

か
大

し
な
り
。

21

一
、
血
伝

の
事

ハ
、
何
方
に
も
吟
味
す
る
其
中
に
、
血
縁
不
評

の

 
人
た
に
も
、
是
非
聞
合
、
吟
味

ケ
間
敷
す

る
事

ハ
、
御
法
体
と

 
云
も

の
歎
。
陰

に
て
聞
人
爪
は

し
き
、
笑
止
な
り
。

又
血

89



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

キ
ラ

統

宜

き

中

に

も

、
親

類
多

き
鼻

に

ハ
、

終

に
人

の
嫌

ふ

家

も
有

ん

か
。

猶
親

兄
弟

、

又
濃

ひ
親

る

い
、
中

嫌

ふ
と

イ
エ
ト
モ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シ
タ
シ
キ

錐

、

本

人

勝

手

に
よ

り

て
縁

組

致

と
、

親

兄
弟

の

中

に
て
も
、

夫
故
絶

交
致

す
事
あ

り
。

然

る
と

い

へ
共
、
」

24
ウ

親

兄
弟

の
血

す

し

に
絶

交

ハ
有

ま

し

き
。

其

時

の
問
合

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

シ
マ
ン

を

云
も

の
欺

。

笑

止

の
事

な

り

。

又
、

血

統

自

慢

の
中

に

 

 

ア
ク
シ
ツ

ふ

と

悪

疾

の
人
出

来

る
と
、

世

間

江

云
訳

に
、

女

の
恨

ミ

て

病

る
と

、

程

よ
き

様

云
な

せ
共

、

何

程

云

訳

し

て
も
、

一
旦

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

タ
ト
エ

悪

疾

あ

れ

ハ
、

血

統

ハ
後
来

に
残

る

へ
し
。

讐

ハ
黒

に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

ウ
ラ

染

た

る
も

の

ハ
、
元

の
白
地

に

ハ
成

か
た

し
。

又
、
女

の
恨

ミ
を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ
ラ
ミ

程

よ

き

様

云
な

せ

共
、

女

に
夫

程

の
恨

を
受

る
様

、

以
前

に

取
向
ケ

を
致
た

人
情

ハ
、
如
何

恥
か
し
か
ら
す

や
。

是
皆

」

25
オ

 

 

エキ

何

の
益

か
有

ん
。

御

道

ハ
広
大

に

し

て
、

天

ヶ
下

一
統
、

ト
リ
ケ
タ
モ
ノ
ウ
チ
ム
シ
ソ
ウ
モ
ク

鳥

獣

魚

虫

草

木

に
至

る
迄

、

天
地

の
間

に
生

る
も

の

ハ
、

皆

御

氏

子
な

り
。

兄
弟

の
道

理
な

り
。

何

に

よ
ら

す

、

悪

き

ハ
善

き

に
御

祭

り
替

被

為

下
成

。

現

在

の
業

病

も
、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
マ
タ

御

蔭

を
蒙

り

て
、

速

に
平
愈

の
人
も

数
多

な

り
。

 

 

 

 

 

 

 

 

ミ
タ
マ

人

ハ
則

、

天
ヶ
下

の
御

賜

も

の
な

り

。

天

地

の
神

と

同
根

に
し
て
、
皆

神
な
れ
共
、
神

の
道
を
用

ひ
す
。

種

々
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ク
ル

迷

ひ
て
色

々
悪
業

し
自
然
苦

し
む

る
事
を
、 

 
 

 

」

25
ウ

天
地

の
御
神
様
に

ハ
御
歎

き
給

ふ
な

り
。
御
道
信

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
タ
マ

厚
致
せ

ハ
、
何
ぞ
無
事

の
御
賜
も

の
に
、
病
気

ハ
勿

論
、

何

に
て
も
悪
事
災

ひ
発

る
事
な

し
。
何
程
血
統

か

宜
く
、
又
、
相
生

の
善
悪
、
四
悪
、
十
悪
、
丙
午
、
未
女
杯
と
云

 

へ
か
ら
す
。
皆
差
支

の
事
而

已
な
り
。
御
道

に
お
い
て

ハ

小
き
論
な

り
。
何
程
血
統
吟
味

し
相
生
宜
と

て
も
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ
チ

天
地

の
御
神
様

の
御
気
障
り
御
罰
を
蒙

れ

ハ
、

 

ヤ
ミ
ワ
ツ
ラ

病

煩

ひ
に
も
限
ら
す

、
何

事
も

左

り
廻
り
に
成

、
災

ひ
 
」

26
オ

 
発

り
、
何

程

子
供

か
出

生

し

て
も
育

る
事

な

く
、

 
ウ
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ウ
キ

患

ひ
絶

す
。

折

角
難

有

面
白

嬉

き

神

世

を
、

憂

 

 

 

 

 

 

セ
ン
ヘ
ヘキ
ヤ
ウ
ヘ
ヘ
へ

歎

き
暮

す

事
、

戦

々

競

々
た

り
。

 

 

 

ニ
ン
シ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
 
ワ
 
 
ヤ
ミ

22

一
、

、妊

娠

の
婦

人

、
御

道

に

ハ
択
食

り
病

と

云
事

な

し
。

腹

帯

も
す

る
に

不

及
。

何

成

共

好

物

飲

食

し
、

体

を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

ア
ヤ
カ

丈

夫

に
致

し
置

へ
し
。

如
何

様

の
事

に
も
似

る

と

云
事

な

し
。

何

に

て
も
前

に
御

願

ひ
申

て
致

へ
し
。

産

の

節

ハ
、

御

棚

の
御

前

に

て
、

自

身

の
勝

手

よ

き
 

 

 

」

26
ウ

90



何

方

成

共

向

ひ
、

産

を
致

へ
し

。

但

し
、

御

暦

に

此

方

江

向

ひ

て
産

を

為

す

と

知

ら

せ
有
方

た

り
共

、

苦

し

か
ら

す

。

後

ろ
神

に
立

て
安

産

さ

せ
ふ

と

の

御

誓

ひ
な

り
。
b
小
児

ハ
自

身

に
取
揚

ケ
、

跡

て
腰

湯

杯

致

し
、

又
、

捨

も

の

ハ
、

御

断

御

願

ひ
申

て
、

勝

手

よ

き

所

江
捨

る
な

り
。

猶

、

振

薬

の
替

り

に

ハ
、

御

神

酒
、

御

洗

米

を
頂

戴

し
、

小

児

に

ハ
、

三

ッ薬

の

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

イ
タ
 カ
セ

替

り
、

御

神

酒

を
少

度

口
に
附

戴

せ
置

へ
し
。
 

 

 

」

27
オ

親

ハ
翌

日
よ

り

平
生

に
成

の
御

道

な

り
。

.去

ル

 

 

 

 

 
 

タ
ン
ホ

農

家

の
妻

女

、

田
畝

よ

り
帰

ら

れ

、

洗

足

の
折

柄

、

其

た

ら

い

の
中

へ
安

く
産

落

し
、

直

に
其

湯

に

て

自

身

に

取
揚

ヶ
し
な

り
。
、
又
、

女

の
髪
結

、

髪

を

結

さ

し

に

て
安

産

し
、

翌
朝

ハ
、

平

生

の
通

り
に

し

て

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ
フ
ケ
モ
ヨ
ウ

髪

数

を
結

ひ
、

其

外
、

布

機

織

の
と

き

産

気

催

し
、

速

に
安

産

致

す

様

の
事

、

あ

け

て
か

つ

へ
か

た

し
。

疑
ふ

へ
か
ら
す
。
御

神
心
家

ハ
、
皆
此

の
こ
と

し
。

.
又
、
」

27
ウ

 

 

ユ
タ

身

代
豊

か

に

し

て
、

何

不
自

由

無

渡

世

す

る

中

に
、

年

経

る
ま

て
子

供

の
無

事

而

巳

不

足

に
思

ひ
歎

く

人
あ

り
。

御

願
申

せ

ハ
、

子
御
授

ヶ
被

為

下
成

へ
し
。

毎
度

教

に
、

 
六

十

↓
の
子

に

か

㌧
る
と

云
事

有

と
宣

し
。

子

の
無
事

 
ウ
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
ツ
シ

愁

ふ

へ
か

ら
す

。

又
、

貧

き

賎

か

家

に

子
供

多

き

中

に
、

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ツ
ラ
ウ
ワ
ツ
ラ
ワ
シ
キ
 
 
 
 キ
ラ

 
又
も

子
供

出
来

る
事

を
、

愁

気

煩

敷

思

ひ
嫌

ふ

人

 
あ

り
。

是

も

早
く

御

願

ひ
申

せ

ハ
、

好
様

安

心

の
御

操
合

あ

り
。

自

由
自

在

に
被

為

下
成

へ
し
。 

 

 

 

 

 

」

28
オ

 

 

ホ
ウ
ソ
ウ

23

一
、

萢
瘡

は

し

か

ハ
、

何
方

に
も

子
供

の
大

厄
な

り

と
、

誰

も

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ト
キ

 
恐

れ

て
、

忌
服

、
稼

を

嫌

ひ
、
毒

養
生

、

猶

、

伽

と

る

 

 

 

 

サ
カ
ヤ
キ
 
 カ
ミ
ユ
イ
 
 
ユ
ア
ミ

 
も

の
も
、

月
代

、

髪
結

、

沐

浴

を

止

め
、

其

外

差

支

の

事

多

し
。

御
道

ハ
、
何

を

致

す

に
も
、

前

に
御

願

ひ

申

て
執

行

な

り
。

或

ハ
海

老

、

蛸

、

餅
、

鰯

、

其

外

酒

の

 
る

い
、
何

成
共

好

物
飲

食

さ

せ
、

体

を
丈

夫

達

者

に

な

し

て
、

安

く

目
出
度

速

に
仕

颪

な

り
。

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ムカ
イ

24

一
、

大

御

元
社

壱

丁
御

前

に
、

向

明
神

様

と
中

あ

り
。

」

28
ウ

 

 

 

 

 

モ
ウ
モ
ク

御

婦

人

の
御
盲

な

り
。

先

年

、

御

眼
病

之
節

、

外

方

 
に

て
種

々
御
療

治

、
御

養

生

、

御

信

心
被

為

成

候

へ
共
、

験

し
な

し
。

次

第

に
重

ら

せ
給

ひ
、
終

に
御

一
命

に
も

カ

ヘ
ワ

ラ

 
拘
ら
せ
給

ひ
し
に
よ
り
、
故
あ

り
て
御
元
社

江
御

願
ひ
に

91

 

翻
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』



参

ら

れ

し

か
、

延

引

な

り
と
宣

ひ
、

早
く

来

ら

ハ
此

ハ

せ
ま

し

も

の
を
、

併

し
願

ふ

と
あ

ら

ハ
、

目

ハ
見

へ
す

と

も

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ
ン
コ
ウ

不
自

由

ハ
さ

せ

ま

し
と

宣

ひ
、

夫

よ

り
御

神

厚
被

為

成
。

 

 

 

モ
ウ
モ
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ヘ
タ
テ

 
只
今

御

盲

の
事

な

れ

ハ
昼
夜

の
御

隔
な

く

、 

 

 

 

」

29
オ

針

の
耳

そ

を

御

通

し
、

縫

も

の
、

仕
立

、

一
切

布
機

織

、
其

外

女

の
業

、

御

差

支

と

云
事

無

。

初

心

の
人
、

御

元

社

江
参

詣

の
序

に

ハ
、

御

拝

然

る

へ
し
。

御

元
社

に

て

ハ

御

通
夜

ハ
不

相

成
候

へ
共
、

此

方

に

て

ハ
相

成

へ
し
。

諸

人

を

御

助

ヶ
被

為
成

、

其

新

た
な

る
難

有
事

を
知

る

へ
し
。

 

 

 

 

 

シ
ン
コ
ウ
 
  
 
  
  
 メ
ク
ラ 
  
 
  
 ア

25

一
、

、御

道

信

厚

な

し

て
、

盲

の
目

の
明

き
、

い
さ

り

の
足

の

立

た

の

ハ
、

珍

し

か
ら

す
。

業

病

、
難

病

た

り
共
、

日
を

 
限

り

て

平
愈

な

さ

し
め

給

ひ
、
、
何
病

気

に

て
も
 

 

 
」

29
ウ

 
ト
ク
イ
ミ
ト
ク
ヨ
ウ
シ
ヤ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
ウ

食

禁

毒

養

生

と

云
事

無
。
。
地
内

に

生
す

る
も

の
に

 

 

 

 

 

 

 
 

ス
キ
ナ

毒

ハ
な

し
。

何

成

共

好

も

の
飲

食

し
、

体

を
丈

夫

達

者

に
致

へ
し
と
宣

し
。

併

、

四
ッ
足

の
も

の

N
類

ハ

格

別

の
品
な

れ

ハ
、

其

人

々

の
心

任

せ

に
致

へ
し
。

 

 

 

ケ
 
カ
 
 
ア
ヤ
マ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
タ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ミ

 
、
又
、
怪

我
、

過
ち

、

切

疵
、

何

に

て
も

痛

ミ
処
有

人
、
御

神

 

 

 

 

 

 

チ
ヤ
ウ
タ
イ

 

キ酒

を
園
凹
奉

備

て

頂
戴

し
、
薬

の
如

く

、

呑

た

り

附

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
チ
ヨ
ト

た

り
、

腰

よ

り

下
江

ハ
、

少
度

口
に
入

て
用

ゆ

へ
し
。

隠

し

処
、
肛
門
、
足
の
裏

た
り
共
、
苦
し
か
ら
す
、
附
用
ゆ

へ
し
。

」

30
オ

 

 

 

 

 

ケ
 
カ
ア
ヤ
マ

d
途

中

に

て
、

怪
我

過
ち

し

て
血

の
出

る
時

、

御

神

酒

御

洗
米

ハ
な

し
。

其

処

の
草

て
も

土

て
も

取

り

て
、

イ
キ生

神
金

光
大

神
様

と

御

拝

し
、

御

願

ひ
奉

て

用

ゆ

る
時

ハ
、
血

速

に
留

り
、

其

儘

愈

る
な

り
。

.猶

、

難

舟

を
助

り
、

火
難

、

盗

難

を

遁

し
御

蔭

の
事

ハ
、

 

 

 

 

イ
ト

書

記
す

に
逞

ま

あ
ら

す

。
{
又
、

数

年

の
眼
病

難

病

の

諸

所

て
祈
祷

の
仕

尽

し
、

薬

の
呑

尽

し
、

種

々
に

し

て
も
直

ら

ぬ

を
、

御

蔭

を

蒙

り

て
速

に
 

 

 

 

 
」

30
ウ

 

 

 

 

 

 

 

シ 
キ
 
 
ア
キ
レ

直

り

た

る
を

、

不
思

議

に
偶

る
人

あ

り
。

何

も
珍

し

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホ
ン
ト
ウ

か
ら

す
。

御

道

ハ
、

直

る

か
本
道

に

て
、

直

ら

ぬ

か

不
思

議

な

り
、

其

人

の
恥
な

り
。

是

皆
自

心

の
信

な

く

、

 

 

 

 

 

ウ
 
ソ
 
 
 
 
 
 
ウ
タ
カ

天
地

の
神

に
呼

詐

の
無

を

疑

ひ
、

種

々
濁

り

て
、

外

に
迷

ひ
、

天
命

の
時

節

の
、

前

世

の
宿

業

宿

縁

 

 

 

シ
シ
ン

の
と

、
自

心

よ

り
直

ら

ぬ
道

理
を

云
人
も

有
。

故

に

直

ら

ぬ
な

り
。

御
道

ハ
、

恭

も
今

迄

の
罪

科

ハ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ナ

御

祓

除
ヶ
被

為

下
成

へ
し
。
為

す
処

の
願

ひ
と

し

て
 

」

3ー
オ
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成

就

為

す

と

云
事

な

し
。
.
小

子
、

覚

の
事

も
有

て
、

丼

り
茶

わ

ん
類

、

わ

れ
も

の
を
集

め
置

、

是

を
御

 
神

酒

を

以

て
継

ん
と

御

拝
奉

て
、

御

願

ひ
申

の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ヤ
キ
ツキ

 
処

に
、

御

教

に
、

是

ハ
焼
継

屋

あ

り
、

是

を
家

業

に
渡

世

す
、

是

を

手

元

て
継

ハ
焼
継

屋

の
家

業

な

し
、

継

代

ハ
五
分

壱

匁

弐

匁

歎

の
事

な

り
、

夫

よ

り
千
金

出

し

 

て
も
命

ハ
継

ま

い
か
、

諸

人

の
其

命

を
継

分

別

を

 

 

 

 

 

ミ
ク
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ン
ル
イ

致

へ
し

と
御

圖

被

為

下
。

奉

恐

入
、

誠

に
難

有

感

涙

 
」

3ー
ウ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ
ン
シ
ン

せ

り
。
h
右

御

蔭

の
条

々

ハ
、
兼

て
御

信

仁

の
御

方

様

に

ハ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ
イ

御

承

知

な

り
。

其

外

、

広

大
奇

異

な

る
御

蔭

の
事

を
申

ハ
、

御

元
社

よ

り

御

差

留

に
候

ヘ
ハ
、

愛

に
差

相

申

候
。

余

ハ
、

 

 

 
シ
ン
コ
ウ

御

道

深

厚

し
、

天
然

自
然

に
知

る

へ
し
。
、
猶

、

何
成

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワ
キ
マ 
 
タ

 
と

も

御
蔭

ハ
被

為

下

候

へ
共

、

己
か

分

限
を

弁

へ
足

る

 

 

 

 

 

 
ノ
リ
 
 
コ
エ
 
 
マ
ン
シ
ン

事

を

知

り
、

規

を

喩

す
慢

心

を

慎

ミ

へ
し
。

26

一
、
、人

ハ
則

天

地

の
神

と
同

根

に

し

て
、
皆
神

な

る
身

を

以

て
、

神

の
道

を

用

ひ
す

、

種

々
悪

業

し
迷

ひ
苦

し

る
事

、 

」

32
オ

 

 

 

 
メ
ン
チ
ウ
シ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ね

 
終

に
人

面

獣

心

の
事

も

あ

り
。

御

神

様

に

も
歎

き

給

ふ

也
。

 
イ
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 イ
キ

 
最

安

き

此

御

道

信

心

致

せ

ハ
、

生

な

か
ら

神

に
な

る
身

を
。

ア
 

ヘ 
ヲ
シ

鳴

呼
惜

む

へ
し
。
御

道

を

知

ら

ね

ハ
、

是

非

も

な

く
、

若

死

の

人
或
大

病

人

、

良
薬

を
用

ひ
良

医
集

り
種

々
手
を

尽

し
、

辿

も

叶

わ

ぬ

と

手
を

放

す

事

あ
れ

ハ
、

周
章

し
、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ
ト
ワ

寿

命

か
買

る
も

の
な

れ

ハ
当

家

に

ハ
千
金

も

厭

す
、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
メ

其

次

ハ
、

家

床

に
放

れ

て
も

彼

を

今

一
度

健

に
致
度

と

ワ
ヒ
ナ
ケ
 

 
 
 
 
 
セ
ン
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
イ

シ
ヤ

詫
歎
き
て
も
、
詮
な

し
。
、
御
道

ハ
格

別
な
り
。
医
沙

ハ

」

32
ウ

手
を
放

し
て
も
、
神

ハ
手
を
放
す
事
無

と
宣

ひ
、
信

一
心
を

 
 
 

ス
カ

以
て
御
鎚

り
御

願

ひ
申

せ

ハ
、
無
寿
命

も
御
継
、
御
授
ヶ

被
為
下
に
、
当
世

の
人
、
六
十
位

に
成

と
、
先
操
を
し
て
隠
居

気

に
な
り
、
法
体
し
生
な

か
ら

死
人
同
様

に
法
名
を
号
、

石
塔
を
建
置
、
死
を
待
急
く

の
歎
、
又
、
あ
た

口
に
も
、
死
ね

バ

ク
ツ
ロ

撹

く

に
御

迎

ひ
か

来

ら

ぬ
杯

と

、

死

に
覚

悟

を

す

る
事

ハ
、

 

 

 

 

 

 

キ
ラ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ク
ツ
ロ

御

神

様

に

ハ
御

嫌

ひ
被

為

成

。

愚

か

に

も

死
な

ね

ハ
撹

ヶ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヲ
ボ
ツ
カ

ぬ
位

の
人
な

れ

ハ
、

後
世

蓮

も

安

楽

の
程

覚

束

な

し
。

」

33
オ

御

道

ハ
、

老

人

の
絶

体

絶

命

成

も

の
も
、

御

蔭

を
蒙

れ

ハ
、
速

に
御
引

取
被
為

下
成
。

往
生

の
為
、
後

の
為
な

る

へ
し
。

 

老

の
身

も
咲

を

か

ら

し
な
な

か
ら

へ
て

 

 

神

世
さ

か

り

の
花

を

見

よ

か

し

93

 

翻
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セ

ケ
ン

.世

諺

に

も

、
命

あ

り

て
の
物

種
。

月
雪

花

、
詩

歌

音
曲

の

楽

し

ミ
、
琴
、
三
味
線

、
芝

居
、
浄

る
り
、
物

見
、
酒

宴
、
遊

興
、

 
 

 

 

 
 

ニ
ワ
ト
リ

何

の
慰

ミ
も

、

金

鶏

所

持

せ

し
幾

万
貫

の
長

者

て
も
、

無

事

堅

固
寿

命

無

て

ハ
不
相

成

。

此

寿
命

を
延

ひ
 
 

」

33
ウ

チ

へ
縮

め
自
由
自
在

に
被
為
成
る

ン
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ
キ

天
地
金

乃
御
神
様
な

り
。
d
御
蔭
を
蒙
り
、
改

て
生
る

覚
悟

に
し
、
自
由
自
在
難
有
神

世
て
、
六
十

七
十
及
八
十

九
十

に
も
限
ら
す
、
長
命
す
る
気

に
な
り
、

ワ
カ

ミ

タ
マ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
イ

我

身

霊

を

い
た
ま

し
む

る
事

無

、

陰

気

を
廃

し
陽

気

を

 
 

 

 

 
 

ア
ラ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 イ
サ
キ

以

て
、

日

々
に
新

た

に
、

難
有

面

白

く
潔

よ

く
、

朝

ハ

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

ア
ラ

日
天

四

様

に
起

負

す

、

永

き

中

に

ハ
無

に
も

非
す

、

時

の

は

や

り

風
、

何

病

気

に

も
呑

れ

ぬ

様
、

押

勝

へ
し
。 

」

34
オ

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

キ
ヨ
 
 
 
ク
ワ
イ
 
カ
マ

.猶

、

其

時

折

柄

に
よ

り

て
、

無

拠

空
病

不
快

を

構

ゆ

る

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

カ

事

あ

り
。

是

、

御

道

に

お

い
て

ハ
、

不

可
な

り
。
勿

体
無

も

 
 

 

ミ
タ
マ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キ
ツ

天

地

の
御

賜

も

の
、

不
事

な

る
に
疵

を

附

る
道

理
な

り
。

慎

心

へ
し
。

御

道
案

内
巻

の
中

終
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
」

34
ウ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ア
キ
ラ

27

一
、
、世

界

第

一
広

大

な

る

明
け

し
此

御

道

を
、

月

に
村

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワキ
マ 
 
 
 
 
 
 
ヲ
ロ

雲

、
花

に
風

と
や

、

何

の
弁

へ
も

無

、

愚

か

な

る

も

の
、

恥

も

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミ
ヘ
ニ
サ
カ
ウ

為

す
、

御

氏

子

と

し

て
金

言
逆

耳

の
習

ひ
、

寸
善

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ
ヤ
ウ
コ 
 
 
 
 
 
ウ
ソ

 
尺
魔

欺

、

し
よ

の
ミ

て

云
事

歎
、

証
拠

も

な

き

空

 

 

 

 

 

 

 

 

キ
ツ
ネ
タ
ヌキ

 
悪

口
を

云
触

し
、
猶

狐

狸

の
類

ひ

歎
、

の
り

く

ら

歎

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

イ
エ
ト
モ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ァ
サ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 コ
ウ
サ
イ
キ
ン
 
カ
エリ
ミ
ツト

 
は
や
り
神
歎
の
様
に
、
色
々
嘲
ヶ
る
も
の
あ
り
。
大
功
細
勤
を
顧
す
錐
、

 

 

 

 

 

カ
ン
ナ
ン

大
神

様

の
御

難

難

の
程

、

恐
多

く

も
勿

体

無

次

 

 

 

 

 

 
タ
ツト

 
第
な

り
。
、
此
尊

き
大

氏

親

神
、 
 
 

 
 

 
 

 
 

」

35
オ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チ
ヤ
ウ
ロ
ウ

 
天
地

金

乃
御

神

様

を
、

氏

子

と

し

て
嘲

唾

し
、

 
若

し
御

気
障

り
共

相
成

、

押

へ
を

受

る
事

あ

る
時

ハ
、

 
ウ
ンセ
イ
ヲ
ト
ロ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ
レ
イ

 
運
勢

衰

へ
左

り

廻
り

と
成

、

終

に

憂

の
は

し

共
相

 
成

ん
歎

。

又
、

諸

人

も

見
聞

し
知

る
通

り
、

御

方

角

、

 

 

 

 

 

 

 
エ
ラ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チ
カ
タ

 
年

月

日
柄

を
相

撰

ミ
、

家

相

を
吟

味

し
、

地

固
め

の

祈
祷

、

棟

上

の
儀

式

も
祝

ひ

て
、

新

に
家

蔵

堅

固

に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハケ
シ

建

て
も

、
御

気

障

り

共
相

成

ハ
、

御

烈
き

時

に

ハ
、

一
度

に

 

 

 

ミ
チ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ニ
ワ
カ

 
崩

し
微

塵

に
成

し
給

ひ
、
猶

俄

に

日

の
暮

た

る
様

に
、

」

35
ウ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ホ
ロ

 
幾

万
貫

の
身
代
た

り
土
ハ、
は
た
ノ
＼

に
仕

廻
ひ

一
夜

に
亡
ひ
ん
か
、

 

 

 

 

 

 

 

 
テ
イ
シ
ユ

 
猶

知

り

て
す

れ

ハ
亭

主

よ

り

取
、

知

ら
す

に
致

せ

ハ

94



 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

セ
ツ
 
 
バカ

牛

馬

よ

り
取

て

し
ま

ふ
と

の
御

事

な

り
。

又
、

七
殺

七
墓

 

 
 

 

 

 
イ
ク
ツ
 
 キ
ツ
 
 
 
 
 
 
 ホ
ウ
シ
ヨ

 
に

ハ
限

ら
す

幾

数

も
築

き

、
跡

ハ
亡
所

と

成

、
青

草

の

 
ハ
エ

栄

、

或

ハ
、

蒲

団
畳

牢

の
病

人
、

良

医
良

薬

を

 

 
 

 

 

コ
ウ
 
 
 
 
 
 
 イ
ツ
ク

用

ゆ

る

共
功

な

し
。

何

処

如
何

成

諸

社

寺

々
に

て

大

祈

祷

致

て
も
、

御

障

り

の
御

断
、

御

筋

立

、

御
納

 

 
 

 

 

 
 

ぼ
ぴ

受

無

て

ハ
、

祈

祷

為

す

。

又
、
金

銭

初

穂

を

以

て
 

 

」

36
オ

断

を

聞

く
金

神

と
思

ふ
な

と
宣

し
。

夫

故

、

敦

れ

の

大

社

御

神

諸

仏

菩

薩

様

の
御
蔭

を
蒙

る
事

不

相

成

。

仮

令

 

日

月
様

の
御

蔭

を

蒙

り
生

る

玉
、

何

処

の
申

子
た

り
共

、

生

れ

出

た

る
所

ハ
金

神

の
地

内

な

れ

ハ
、

気

障

り

の
事

有

ハ
、
命

を
取

て

し
ま

ひ
、

何

程

 

 
 

 

 

 
 

 

 

ソ
タ

 
出

生

致

て

も

一
人

も
育

て
さ

せ

ぬ

と

の
御

事

な

り
。

御

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

サ
ツ

道

の
新

た
な

る
其

尊

き
事

、

愛

を

以

て
察

し

 

 
 

 

 

 
セ
ン
ヘ
ヘキ
ヤ
ウ
ヘ
ヘ
へ

知

る

ペ
し
。

…戦

々

競

々
た

り
。
 

 

 

 

 

 

 

 

」

36
ウ

 

 
 

 

 

レ
イ
 
 
 
 
 ソ
マ
ツ

28

一
、

、御

不
礼

、

御

鹿

抹

、

御

気
障

り
等

の
事
致

て
、

大

小
御

 

 
 

 

 

 
ト
カ

知

ら

せ
、

御

尤

め
を

蒙

ら

さ

る

も

の

ハ
す

く

な

し
。

其

身

に

 
別

条
無

共

、
其

子
敷

、
孫

の
代

に
至
り

て

ハ
、

一
旦

の
御

知
ら

せ
、

 

セ
 
ピ
ア
ラ
ワ

 
是

非
顕

す

る

と

の
御

事

な

り
。

其
身

壮

ん

に

一
花

の

翻
刻

金
光
教
布
教
文
書

近
藤
本
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ヲ
ト
ロ
 
レ
イ
ラ
ク

繁

栄

し
、

子

孫

の
代

に

至

り

て
衰

へ
零

落

す

る

欺

。

 

 

 

 

 

 

 

ア
マ
ネ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ

是

な

る
哉

。

旦

、

普

く

世

に

も

、

自

分

免

許

の
利

口
、

自

マ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サ
キ

慢

の
人
、
自
身

の
事

ハ
、
猶
人

の
事

に
も
た

つ
さ
わ
り
、
鷺

を

カ
ラ
ス
 

 ヒ
 

 

リ

 

 

 

マ
キ
ラ
 

 

 

 

イ

 
ヌ
キ

 

 

 
イ
ヘ
カ
チ

烏
と
非
を
理
に
云
紛
か
し
、
云
貫
き
、

云
勝
様

の
人
を

」

37
オ

エ
ラ
 
 
 
 
 
 
 
 
ボ
ム

撰

ひ
人
杯

と
誉

る
人
あ
れ
共
、
謀
計
を

以
て
眼
前
利

 
 
 
 
 
 
 
 

ア
ワ

潤
を
得
る
共
、
水

の
泡
な
り
。
何

ぞ
他
人

の
愁

ひ
以
て
、

己
か

身
を
安

ふ
せ
ん
と
思

ふ
共
、
天
地
神
明
欽

ひ
給
わ
す
。

正
直
実
貞

の
人
、
白
き
事
を
黒
に
云
負
た

る
、
残
念
腹
立

炎
、
火
炎
、
悪
知
恵

の
己
か
身

の
幾
末
、
子
孫
に
報
ん
歎
。

ワ
ル
カ
シ
コ
 
 
 
エ
ラ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ
ラ
 
 
ウ
キ
 
 
 
 
 
 
 
ナ
ケ
 
 
カ
ナ

悪

利

口
き

撰

ひ
人

と

云
か

、
撰

ひ
憂

め
を

見
、
歎

き

悲

し

む
共

、

 
 

 

 

 

 

カ
ワ
ユ
ク

詮

な

し
。

子
孫

可
愛

ハ
、

天

地
御

神

様

の
御

気

障

り
、

ツ
ミ
ト
カ
ハ
チ

罪

科

罰

を
蒙

ら

ぬ
様

、

残

ら

ぬ
様

、

信

を

尽

し
、 

 

」

37
ウ

 
 

 

マ
キ
ヲ
ク

善

種

を
蒔

置

へ
し
。
b
兼

々
宣

し

に
も

、

氏

子

を

 
 

シ
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
カ

何

の
呵

り
度

事

も
、

尤

め
度

事

も

な

し
。
讐

ハ
、
親

の
子
を

持

多

き
中

に

ハ
、
性

根

の
悪

ひ
子

の
生

根

を

直

し
た
さ

、

呵

り
た

り
、

爪

り

て

見
た

り
、

あ

峯
し
た

ら

直

る
敷

、

こ
ふ

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

セ
ツ
カ
ン

し
た

ら
直

ら

ふ
歎

、

心
を

尽
し
説

鑑

し
、

生

根

の
悪

ひ

 
 

 

カ
ワ
イ
へ

子
程

か
可
愛

ハ
、

神

も

同
然

と

の
御

事

な

り
。

。猶

、
鷺

ハ

95



鷺

烏

ハ
か
ら
す
、
白
黒
を
明
か
に
、
信
を
云
か
、
御
道
な
り
、
信
心

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ
ト
マ
 
 
 
 
ク
ト
ン

な

り

。

正

直

信

の
女

童

の
衆

や

、

疎

る

}
愚

鈍

の

人

か
、

」

38

オ

還

り

て

御

蔭

を

蒙

る

事

多

し
。

是

、

信

の
撰

ひ

人

 

 

 

 

 
カ
シ
コ
キ

な

り

。

悪

利

口
才

知

の

人

に

も

い

や

増

り

、

恥

か

し

か

ら

す

や

。

慎

心

へ
し

。

 

 

 

ヒ
テ
リ
 
ヲ
ヘ
カ
セ
 
ヲ
ヘ
ア
メ
 
コ
ウ
ス
イ
 

チ
シ
ン

29

穴

、
旱

越

、

暴

風

沸

暴

雨

、

洪

水

、

地

震

等

ハ
、

天

地

 

日

月

金

神

御

三

方

様

の

御

気

障

り

の
事

あ

り

て
、

 

 
ト
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ
セ

 

御

尤

め

之

由

、

此

大

難

ハ
、

人

力

を

以

て
防

く

事

あ

た

わ

す

。

 

 

 

 

シ
ン
ト
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
ツ
カ
ェ

国

々

を

震

動

被

為

成

、

一
時

に

覆

し

給

ふ

程

の
御

事

 

 

 

 

 

 

チ
シ
ン

な

り

。

、
若

し

地

震

之

節

、

平

生

信

厚

の
御

氏

子

ハ
、 

」

38
ウ

ヲ
ト

ほ
 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ
ツ
 

シ
ツ
マ

驚

く

へ
か

ら
す

。

鎮

め

鎮

り

て
、

只
舟

に
乗

た

る
様

の

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

ク
ツ

心

持

に

居

る

へ
し
。

外

に
家

蔵

崩

る

》
様

の
事

有

て
も

、

 
其

身

に
別
条

有

へ
か
ら

す
。

御

道

の
御

蔭

の
広
大

な

る
事
、
世

界

一
切
、
此

の
こ
と

し
。

御
道
信

仰

し
て
知

る

へ
し
。

 

 
真

直

な

る

広

き
御

道

の
あ

る

も

の
を

 

 

 
邪

し
ま

に
ゆ

き
迷

ひ
ぬ

る

か

な

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

ソ
ウ
エ
イ
 
 
 
 
 フ

30

一
、

大
御

元

社

に

ハ
、

近

来

御
本

社

御

造
営

の
御

普

 
シ
ン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ク
ワ
ン
ケ

 
請

中

な

れ

共

、
御

勧

化
、

御

無
筋

、

其

外

平

生

に

も
 

」

39
オ

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

ム
サ
ボ
 
 ヨ
ク

御
初

穂

、
賓

銭

等

に
至

る

ま

て
、

貧

り
欲
ヶ
間

敷

事

ハ
、

毛

頭

不
被

為
成

候

へ
共
、

以
前

御
蔭

を
蒙

り
た

る
人

、

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

キ
 
フ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ツ
マ

御

礼

の
印

と

て
、

多

少

の
御

寄

附

、

諸
方

よ

り
参

り
集

り

、

 

 
 

 

 

キ
 
フ 
 
 
 
 
 
 
 
カ
サ

如

何
程

御

寄

附
致

て
も

、

飾

り
ヶ
間

敷

板
札

揚

る
事

ハ

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

キ
 
ブ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 イ
ン
シ
ユ

不
被

為

成

。

中

に

ハ
多

分
御

寄
附

の
人
、

名

前

員
数

を

書

印
、

板

札

掛
度

被

願

候

へ
共
、

夫

に

て

ハ
、

外
方

よ

り
、

カ
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ

彼

何

程
寄

附

致

な

ら

ハ
我

ハ
何

程

致

へ
し
と

、

我

せ

き

に

 

 
 

 

 

 

カ
サ
 
 
 ノ 
ミ

な

り

て
、

表

を

飾

る

而

已
。

身

分

不
相

応

の
寄

附

し
、

」

39
ウ

跡

て
心
配

致

す

様

の
事

あ

り

て

ハ
、

か

へ
り

て
信

心

に

 

 
 

 

コ
ヘ
ロ
サ

な

ら

す
。

志

し
あ

ら

ハ
、

神

ハ
皆

御

承

知

の
な

れ

ハ
、
唯

何

程

成

共

、

己
か
気

安

に

心
任

せ

に
致

へ
し
。

御

普

請

も

出

来

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

ク
ワ
ン
ヘ
ヘ
へ

次

第

、
急

か
す

時

を
待

と

の
寛

々
た

る

思
召

な

り
。

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
タ
レ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワ
サ
ヘ
へ

31

一
、
、大

御

元
社
江
参

詣

致

す

と
、

誰

に

て
も

、
遠

方

の
所
態

々

 

 
 

 

 

 

 
シ
ン
シ
ン
カ

参

ら
す

共
、

御

神

心

家
有

へ
し
、

是

江
参

り

て
御

蔭

を

 

 
 

 

 

 

 
 

 

シ
タ
イ
 
 
 
 
 
 テ
 
ヤ
 
シ
 
ロ

取

れ
よ

と

、
毎

も

御

辞

退
な

り
。

御

神

心
家

ハ
、

何

処

も

 
御

元
社

に
変

る
事

な

し
。
、
然

る

に
、

御
道

も
次

第

に

」

40
オ

 

 
 

 

 

 

 

テ
ヤ
シ
ロ

開
ヶ
る
に
随

ひ
、

御

神
家

も
出

来

増
、

多

き
中

に

ハ
、
終

に

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

ク
ワ
ン
ケ
 
 
 
 
 
 
 
コ
シ
ラ

御

元
社

に

ハ
御
存

し
も
無

、

色

々

の
勧

化
、

猶
帳

杯

椿

へ
、

96



或

ハ
御

道

に

ハ
無

御

祈
祷

の
、

御
守

り

の
と
、

種

々
の
事

を

 

 
 

 

 

 

 
 

マ
ト
ワ
カ
 
 
ア
ツ
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ホ
ノ
カ

 

こ
し

ら

へ
、

世

間

を

惑

か

せ
集

る

も

の
有

よ

し
、

風

か

に
御

聞

 

 
 

 

 

 

 
 

ニ

 
あ

り

て
、

金

神

を

煮

出

し

に

す

る
と
宣

し
。

。御

道

ハ
、

 
前

に

も

申

如

く

、

人

に

心

配

懸

ぬ

様

、
安

心

さ

す

様

、

助

ヶ
る

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

モ
チ
ロ
ン

 
様

の
事

而

已

に

て
、

勧

化

の
無

心
ヶ
間

敷

事

ハ
勿

論

、

何

に

 

 
 

 

ム
サ
ホ
 
ヨ
ク 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
マ

よ
ら
す
、

食
り
欲
ケ
間
敷
事

ハ
、
兼

而

の
御
禁

し
め
な

り
。
」

40
ウ

 

 
ア
キ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
セ

 
此

明

ら

か
な

る
御
道

を

、

右
様

の
曲

者

出

て
、

御
道

を

 
ケ
カ
 
 サ
マ
タ
 
 
 
ナ

 
臓

し
妨

ヶ
を
為

す

も

の
あ

り
。
d
又
、

御

蔭

を
蒙

り

た
る

 

 
 

 

 

 
ヨ
ク
 
 マ
ン
シ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヤ
ミ
ワ
ツ
ラ

 
も

の
、

終

に
欲

と
慢

心

出
安

し
。

是

、

御

道

の
病

煩

ひ

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

ト
ゆ
ウ
シ
ナ
 
 
 
 
 マ
へ

 
な

り
。

此

欲

と

慢

心

よ

り
御

蔭

を

取
失

ふ

人
、

儘

あ

り
。

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

ニ

慎

ミ

へ
し
。
若

し
ケ
様

に
似

た

る
欲

ヶ
間
敷

事

あ

る

ハ
、

誠

の

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

イ
ツ
ク

御

神

心
家

に
あ

ら

す

。
初

心

の
人
、

其

御

心

得

に

て
、

何

処

の

 

 
テ
ヤ
シ
ロ

 
御

神

人
家

江
参
詣

致

て
も

、
何

も

御

心

配
な

く
、

 
心
安

く
致

さ

る

へ
し
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」

4ー
オ

32

一
、

、御

道

ハ
、

願

ふ
よ

り

御

礼
届

ヶ
か

肝

要

な

り
。

朝

ハ

 
夜

前

無

事

の
御

礼

、

暮

に

ハ
其

日

の
御

礼

、

月

末

に

ハ

 
其

月

の
御

礼

、

年

末

に

ハ
其
歳

の
御

礼
、

届

ヶ
奉

申

上
。

 
ケ
様

に

日
送

り
無
事

に

過

る
時

に

ハ
、

身

の
上

別
条

有

翻
刻

金
光
教
布
教
文
書

近
藤
本

『
御
道
案
内
』

へ
か
ら
す
。
諸
人
、
先
祖
よ

り
何
処

の
宮
寺
江
参
詣

致

て
も
、
度
毎

に
願
か
け
は
か
り
し
て
、
御
礼
届
ヶ
と

云
事
を
為

す
。
是
、
た
と

ヘ
ハ
諸
神
仏
様
江
借
銭

に

相
成
居
る
道

理
に
て
、
是

か
罪
科
と
相
成
居

る
と

の
 

」

4ー
ウ

宣

し
。
御
拝
奉

る
に
も
、
先
此
御
断
よ
り
奉
申
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヤ
ト
コ 
 
ハ
ナ

へ
し
。
或

ハ
、
我
子
か
煩
ふ
時

に

ハ
、
家
床

に
放
れ
て
も

カ
レ
 
 
 
 

マ
メ

彼
さ

へ
健

に
成

ハ
宜

ひ
と

云
、

病

気

も
全

快

す

る
と
、

 

 
 

 
ワ
ス
レ

云
た
事

ハ
忘

た
顔

を

し

て
、

長

の
煩

ひ

に
物

か
入

た

の
、

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

ケ
ン
ヤ
ク

色

々
の
事

を

申

な
ら

へ
立

て
、

是

か

ら

ハ
倹

約

杯

と

云

て
、

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

カ
ン
シ
ン 
 
 
 
ヲ
ン

一
命
御

助

ヶ
を
蒙

り

た

る
、

肝

心

の
御

恩

の
御

礼

届

ヶ
も
延

引

に
相

成

も

の
、

儘

あ

り
。

不
坪

の
至

り
な

り
。

 

 
 

 

 

タ
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
イ
サ
ツ 
 
セ

讐

ハ
、

人

を

懸

ミ

て
事

成

就

し
、

何

の
挨

拶

も

為
す

 

」

42
オ

等

閑
な

る
時

ハ
、
頼

れ
た

人

も

心

よ

か

ら
す

や

。

猶

又
頼

 

 
 

 

 

フ
タ
ヘ
ヒ

事
有

て
も

、

再
度

行

か
た

し
道

理

な

り
。

御

蔭

を

 

 
 

 

 

 
ヲ
ン
 
 
ワ
ス

蒙

り
た

人
、

御

恩

を
忘

る

へ
か
ら

す
。

何

も

よ
た

つ
事

も

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

カ

心

配
す

る

に
も

不

及
。

神

ハ
心

中

何

も
彼

も

御
存

の
事

 

 
 

 

タ
ヘ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ヘ
ロ
サ

な

れ

ハ
、

唯

己
か
信

を

以

て
、

気

安

に
志

し

の
御

礼

の

印

而

已
致

へ
し
。

御

機

嫌

成

就

、

御
納

受

あ

れ

ハ
、

猶

又

97



 

 
 

 

 

 

 
 

 
ナ
ヲ
サ
ほ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
イ

御

陰

も
蒙

る

へ
し
。

等

閑

な

る
時

ハ
、

終

に
病
気

も

再

か

へ
る
事
あ
ら
ん
麩

是
身
の
上
の
事
な
り
。
、又
、
病
人
に
も

」

42
ウ

限

ら
す

、

誰

に

て
も
此

御
道

の
事

を
知

ら
ぬ

人

に
、

難

有

 

ワ
ケ
 
 
ト
ク

訳

を
得

と

咄

し
聞

せ
、

為

よ
き

様

、

一
人

て
も

助
ヶ
る
様
、

御

道

を

御

弘

め

致

す

か
、

第

一
の
信

心

な

り
、

御
馳

走

な

り

、

其
身

の
徳

な

り
。

 

 
天

ヶ
下

何

を

た

か

ら

と
楽

し

ま

ん

 

 
 
幾

代

く
ち

せ
ぬ

信

と
な

り
け

り

 

 

ム
カ
ク
モ
ン
モ
ウ

33
 

無

学

文

盲

不
知

不

才

の
小

子
、

有

揮

と

い

へ
と

も
、

 

 
ツ
ラ
へ
 
 
 
 
 
 

ク
ア
ン

 

 
情

世

の
有

様

を

愚

案

す

る

に
、 

 

 

 

 

 

 

 

」

43
オ

 

一
、

神

道

に
、

神

代

の
事

よ

り

し

て
委

き
御

方

に

ハ
、

嚥

御

蔭

も
有

へ
し
。

又
、
御

蔭

か
無

て

ハ
無

益

の
事

な

り
。

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

イ
キ
カ
ミ

此

方

御

道

に

ハ
、

無

学

文
盲

の
農

民

よ

り

し

て
、

生

神

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

ケ
ン
セ
ン

金

光

大

神

と

髄

に
神

に
被

為

成
。

是
、

目
前

に
顕

然

た

り
。

其

外

、

神

に

ま

こ
ふ
人
、

数

多

な

り
。
愛

を
以

て

 
難

有
事

を

知

る

へ
し
。

 

 
 

シ
ユ
ト
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
モ
ト
ヲ
ツ
ト
ム

34

一
、
、儒

道

に
、
君

子

ハ
務

本

と
聞

り
。

小

子

ハ
、
天
地

を

以

て

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

シ
ン
コウ

 
世

界

の

元
と

し
、

天

地

の
御

神

様

を
深

厚
礼

拝

し
、 

」

43
ウ

 
日
夜

添

も

御
蔭

を
蒙

る
事
、

書

記

し

か
た

し
。

 

シ
ユ
シ
ヤ
セ
ン
セ
イ

、
儒

者

先

生
衆

に
も

、
病

身

に

し

て
短

命

の
人
も

あ

り
。

既

に

孔

子

の
御

息

伯
魚

、

早

世

し
給

ひ
、

一
乃
御

弟

子

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

ヤ
マ 
 
 
 
 
 
 
 
 シ

顔

渕

も
短

命

之

由
。

猶

伯

牛

疾

ひ
あ

り
。

子

御

見

廻

ひ
、

御

伺

ひ
被

為

成

、

此

人

に

し

て
此
疾

あ

り

と

の
御

歎

而

已

に

て
、

御
療

治

に
も

不

叶
哉

。

又
、

教

に
も

寿
命

の

延

る
学

文

の
有

事

を

未
聞
。

又
、

是

ハ
何

の
薬

、

是

を

呑

ハ
直

る
、
是
を
用

ひ

ハ
宜

成
と

云
事
あ

り
て
も
、

是
を

」

44
オ

呑

ハ
寿
命

か

延

る
と

云
薬

を

知

ら

す
。

又
、

御

道

ハ
、

正
直

信

を

以

て
願

ヘ
ハ
、

如

何

成

病

ひ
も

日

を
限

り

て

平
愈

な

さ

し

め
給

ひ
、
無

寿

命

も

御

継

、
長

命

を

御
授
存被

為
下
成

へ
し
。
是
を
比
し
て
御
道

の
難
有
事
を
知

る

へ
し
。

 

 

 
 

 

 

シ
ヤ
ク
ソ
ン

35

一
、

、仏

法

第

一
釈

尊
、

猶

孔

子
た

に
も
、

皆

、

御

地

に
生

し

御

氏

子
な

り
。

仏
法

の
深

き
事

ハ
知

ら

ね
共

、

或

ハ
老

少

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
ヒ
ツ
メ
ツ
 
 
カ
ナ

 
不
定

の
無

常

の
風
と

や
、

猶

生

者

必

滅

の
哀

し

ミ
、

会

者

定
離

の
歎
き

の
人
間
、
わ
す
か
五
十
年
杯
と
色

々
聴
人
、
皆

」

44
ウ

是
道

理

に

し

て
、
或

ハ
念

仏

題

目
を

唱

へ
、

生
な

か

ら

に

ス
カ
タ

姿
を
改
、
仏
名
号
し
、

石
塔
を
建
、
後
生
大

し
と
死
す

る

98



ヨ
ウ

イ

用
意
専
ら

に
し
、

死
し
て
も
、
弥
仏
に
成
事
や
ら
、

又

ハ

チ

コ
ク
 
 
タ

ラ
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ヤ
ウ
コ

地

獄

江
堕

落

す

る
歎

、

迷

ふ

て
居

る
欺
、

証
拠

も

な

き

に
、

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

シ
ヤ
ウ
リ
ヤ
ウ

先

祖

の
仏

の
、

今

度

の
仏

の
と

云
人

あ
れ

共
、
折

節

、
精

霊

の

ウ
ラ
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ
ラ
ミ

恨

る
と

云
事

あ

り
。

仏

に
成

た

る
も

の
か
恨

る
道

理

ハ
有

 

 

 
 

 

 

 

 
 

ホ
ン
ノ
ウ
 
 
 
 
 
 
ハ
ラ

ま

し
き

な

り
。

右

様

の
煩

悩

の
心

を

祓

ひ
清

め

て
、

 

 

 
 

 

イ

い

つ
ま

て

も
生

き

る
用

意

を

専

ら

に

致

へ
し
。

此
方

 
」

45
オ

御

道

ハ
、

神

儒

仏

の
事

知

る
も

知

ら

ぬ
も

、

貴

賎

差

別

無

、

天
地

金

乃
御

神

様

の
教

を
守

る

へ
し
。

 

誰

も

彼

も

あ

ハ
れ

と
思

へ
捨

ま

し

き

 

 

野
夫

の
中

に

も

こ
ふ

の
も

の
か

な

 

 

 
 

 

 

 
ケ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 ニウ
ヒ
 
 
 
ト
ヘ 
 
 
ヨ
ク

、
右

、

如

此

御

道

倹

に

し

て
、

諸

入
費

を

御

止

メ
、

欲

と

マ
ン
シ
ン

慢

心

を

御

禁

し

め

、
神

前

に
稼

れ

不

浄

と

云
事
無

。

普

請

、

作

事

、

其

外
何

事

に
も

、

年

月

日
柄

を

撰

ま

す

、

自

由

自

在

、

勝

手
次

第

に
為
す

。

猶

又
、 

」

45
ウ

 

 

 
 

 

 

ト
ク
イ
ミ
ト
ク
ヨ
ウ
シ
ヤ
ウ

何

病

気

に

も
、

食

禁

毒

養

生

な

く
、

何

成

共

ス
キ好

な

飲

食

の
品

も

の
出
来

て
も

、

薬

と
被

為

下
成

。

 

 

 
 

 

 

ツ
キ

寿

命

の
無

も
御

継

、

長
命

を

御

授

ヶ
被

為

下
。

 

 

 
 

イ
キ
 
 
マ
へ

其

身

ハ
、

生

の
儘

神

に
御

取
立

被

為

下
成

。

先
祖

よ

り
親

族

一
切
精

霊

を

う

か
ま

せ
ら

れ
、

其

外

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒ

世
界

中

の
事
何

に

て
も
差

支

の
無

ハ
、

御

道

の
御

披

レ
ィ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ン
ノ
ウ

励
な
り
。

是
、
外
に
比
し
て
感
応
有

へ
し
。
此

広
き
大
き
な
る
御
道
、
天
ヶ
下
外
に

ハ
有

へ
か
ら
す
。 

」

46
オ

,追

々
御
道
信
仰

の
人
、
ケ
程
有

か
た
き
事
を
知
ら

 
 
 

 
 
 
 
 
 

コウ
ク
ワ
イ

す
、
信
仰

延
引

の
事
を
皆
後
悔

し
、
信

心
仕
徳
、

御
蔭

ハ
取
勝
、
信
す

へ
し
、
仰
く

へ
し
。
d
余

ハ
、
小
子

如
き

の
愚

か
な

る
筆
紙
に
尽

し
か
た
し
。
猶
書

落
せ
し
事

も
多
し
。

委
し
き
事

ハ
、
御
道

に

入
、
深
厚
し
て
、
知
る

へ
し
。

御
道
案
内
巻

の
下
終
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

46
ウ

述
懐

漂
し
な
か
れ
行
身
の
苦
も
は
ら
ふ

 
老
て
や
吹
し
天
津
神
風

千
早
ふ
る
神
に
鳴
尾
の
思
ふ
の
み

 
松
も
久
し
き
年
や
経
ぬ
ら
む
 
 
 
 
 
 
 
 
」
47
オ

99

 

翻
刻

金
光
教
布
教
文
書

近
藤
本

『
御
道
案
内
』



白
神
弥
広
真
道
別
之
命

 
 
我
教
父
之
御
筆
也

 
 
 
 
 
 
 
藤
守

」
47
ウ

〈
46
オ
付
箋
〉

一
、
文
明
開
化
御

一
新
之
御
時

に
至
り
、
御
道
も

同
然
、

天
地
開
発
以
来
、
無

二
広
大

の
御
道

の
初
而
開
ヶ
る

ハ
、
 

乍
恐

今

上
朝
庭
御

聖
徳

の
相
顕

る

墨
も

の
哉
。
恭

も
当
今

御

仁
政

の
御
代

に
出
会
、

万
民

の
幸
福
な
り
。

万
歳
を

唱
ふ

へ
し
。

又
愚
知
な

る
矢

張
心
開
ヶ
さ

る
も

の

ハ
、

あ
わ
れ
歎

き

て
も
猶
余

り
あ
り
。
讐

に
猫

に
小
判

と

云
か
如

し
。

せ
よ
と
の
事
な
れ
バ
、
先
生
愛
蔵
の
本
冊
を
乞
ふ
。
即
ち
先
生

道
を
伝
授
す
と
て
、
自
署
し
て
之
を
賜
ふ
。
余
謹
で
拝

受
す
。
洵
に
珍
重
至
極
な
り
。

 
昭
和
三
十
四
年
十
月
 
立
教
百
年
祭
に
染
し
誌
す

 
 
 
 
 
 
 
 
金
光
教
教
老
井
上
守
忠

[剛
一

100

 

〈箱
蓋
裏
書
〉

藤
守
先

生
、
苦
楽
庵

に
於

て
静
養
中
、
大
正

元
年
八
月

二
十
五
目
宿
痢
発
し
て
重
篤
な
り
。

余

膝
下
に
在

り

て
看
護

に
あ
た
る
。
幸

に
同
年
十
月

回
復
せ
ら
る
。
そ

の
時
応
処

の
功
第

一
な
り
、
何
な
り
と
も
所
望



『
御
道
案
内
』

三
本

(藤

沢
本

・
近
藤

本

・
伊
原
本
)
内
容
概
略
対
照
表

藤
 
沢

本

1
序
主

貝
賎
の
氏
子
を
誘
い
共
に
御
蔭
を
戴
か
ん

2

a
大
御
元
社
は
正
直
を
基
と
す
る

b
神
国
に
生
ま
れ
た
か
ら

に
は
信
心
す

べ
し

c
御
道
を
疑
わ
ず
信
心
す
れ
ば
御
蔭
を
蒙
る

 
d
生
神
た
る
教
組
金
光
大
神

の
履
歴
と
現
況

 
 
〈「大
谷
の
深
き
恵
を
」
歌
>

3

a
金
神
は
、
全
て
の
地

の
有
難
い
大
氏
神
な
り

 
b
金
神
と

日
月
と
を
合
せ
て
三
宝
様
な
り

 

c
金
神

は
、
柔
和
な
る
大
慈
大
悲
大
吉
神
な
り

 
d
金
神

の

一
の
春
属
は
、
大
将
軍
な
り

 

e
金
神
を
邪
鬼

の
如
く
に
恐
れ
る
こ
と
勿
れ

4

a
金
神
は
地
内

の

一
切
万
物
を
守
る

 
b
金
神

へ
の
詔

い
で
な

い
誠

の
信
心
を
す

べ
し

5

a
金

神

の
誓

い
は
、

氏

子

一
統

の
無
事

・
繁
昌

近

藤

本

1
序
-
貴
賎

の
氏
子
を
誘
い
共
に
御
蔭
を
戴
か
ん

2

a
大
御
元
社
は
正
直
を
基
と
す
る

 
b
本
書
は
、
神

の
言
葉
を
代
弁
す
る
も
の
な
り

 

c
神
国
に
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
信
心
す
べ
し

d
御
道
を
疑
わ
ず
信
心
す
れ
ば
御
蔭
を
蒙
る

 
〈
「大
谷
の
深
き
恵
を
」
歌
〉

3
生
神
た
る
教
組
金
光
大
神

の
履
歴
と
現
況

 
 
〈
「千
早
振
高
天
原
を
」
歌
>

4

a
金
神
は
、
全

て
の
地

の
有
難

い
大
氏
神
な
り

b
金
神
と
日
月
と
を
合
せ
て
三
宝
様
な
り

c
金
神
は
、
柔
和
な
る
大
慈
大
悲
大
吉
神
な
り

d
金
神

の

一
の
春
属
は
、
大
将
軍
な
り

e
金
神

は
地
内

の

一
切
万
物
を
守
る

f
金
神

の
誓
い
は
、
氏
子

一
統
の
無
事

・
繁
昌

9
金
神
を
邪
鬼

の
如
く
に
恐
れ
る
こ
と
勿
れ

伊

原

本

1
序
⊥

貝
賎
の
氏
子
を
誘
い
共
に
御
蔭
を
戴
か
ん

2
文
明
開
化
と
同
様
、
旧
習
を
廃
す
る
御
道

3

a
大
御
元
社
は
正
直
を
基
と
す
る

b
神
国
に
生
ま
れ
た
か
ら

に
は
信
心
す

べ
し

c
従
前
と
信
仰

の
仕
方
異
な
る
、
旧
習
を
廃
せ

d
本
書
は
、
神

の
言
葉
を
代
弁
す
る
も
の
な
り

e
御
道
を
疑
わ
ず
信
心
す
れ
ば
御
蔭
を
蒙

る

f
神
に
嘘
は
無
し

 
〈
「大
谷
の
深
き
恵
を
」
歌
>

9
生
神
た
る
教
組
金
光
大
神

の
履
歴
と
現
況

h
金
神
は
、
全
て
の
地
の
有
難
い
大
氏
神
な
り

i
金
神

の
前
で
は
貴
賎

の
隔

て
な
し

j
金
神
は
地
内

の

一
切
万
物
を
守
る

k
金
神
は
、
柔
和
な
る
大
慈
大
悲
大
吉
神
な
り

1
金
神
と
日
月
と
を
合
せ
て
三
宝
様
な
り

 

m
金
神
を
措

い
て
他
神
仏
を
信
仰
す
る
は
失
礼

4

a
金
神
の
誓

い
は
、
氏
子

一
統

の
無
事

二
繁
昌

 
b
金
神
を
邪
鬼

の
如
く
に
恐
れ
る
こ
と
勿
れ
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b
浮
気
せ
ず
信
心

し
て
御
蔭
を
取
る
べ
し

c
御
道
信
心
は
安

し
、
神
文
等
な
く
神
号

の
み

6
御
道
信
心
の
平
生
心
得
①

 
 
;
お
上

へ
の
忠
義
と
倹
約

7
御
道
信
心
の
平
生
心
得
②

 
 
1
父
母
孝
行
と
世
間
で
の
信
義
の
交
わ
り

8
御
道
信
心
の
平
生
心
得
③

 
 
1
堪
忍
と
陰
徳

 
 
付
1

盗
難
に
も
金
神
の
お
繰
合
せ
あ
り

9
御
道
信
心
の
平
生
心
得
④

 
 
1
神
社
仏
閣

へ
の
礼
拝

10
御
道
信
心
の
平
生
心
得
⑤

 
 
-
我
が
子
も
天
地
の
御
分
身
、
御
賜
物

h
金
神

へ
の
詔
い
で
な

い
誠

の
信
心
を
す
べ
し

5
御
道
信
心
の
平
生
心
得
①

 
 
!
神
社
仏
閣
等
の
尊
所
と
日
月

へ
の
礼
拝

6
御
道
信
心
の
平
生
心
得
②

 
 
ー
お
上

へ
の
忠
義
と
倹
約

 
 
〈青
砥
氏
の
故
事
>

7
御
道
信
心
の
平
生
心
得
③

 
 
1
父
母
孝
行
と
世
間
で
の
信
義
の
交
わ
り

8
御
道
信
心
の
平
生
心
得
④

 
 
1
堪
忍
と
陰
徳

 
 
付
1
盗
難
に
も
金
神
の
お
繰
合
せ
あ
り

 
 
付
2
大
御
元
社
に
御
締
り
な
く
開
け
放
し

9
御
道
信
心

の
平
生
心
得
⑤

 
 
-
我
が
子
も
天
地
の
御
分
身
、
御
賜
物

10

a
御
道
信
心
は
安
し
、
自
由
勝

手
な
り

b
神
文
も
不
要

c
賓
銭
や
初
穂
も
、
不
要

d
種

々
繊
れ
や
忌
服
を
言
う

こ
と
無
し

e
御
祓
や
読
経
も
気
任
せ
、
信

の
心
が
大
事

f
神
儒
仏
等

の
隔
て
も
な
く
、
広
大
無

辺
な
り

c
金
神

へ
の
詔

い
で
な

い
誠

の
信
心
を
す

べ
し

5
御
道
信
心
の
平
生
心
得
①

 
 
1
神
社
仏
閣
等
の
尊
所
と
日
月

へ
の
礼
拝

6

a
御
道
信
心
の
平
生
心
得
②

 
 
 
i
お
上

へ
の
忠
義
と
倹
約

 
 
 
〈青
砥
氏
の
故
事
>

 
b
御
道
信
心
の
平
生
心
得
③

 
 
 
ー
父
母
孝
行
と
世
間
で
の
信
義
の
交
わ
り

7

a
御
道
信
心
の
平
生
心
得
④

 
 
 
1
堪
忍
と
陰
徳

 
 
 
付
1
盗
難
に
も
金
神

の
お
繰
合
せ
あ
り

 
 
 
付
2
大
御
元
社
に
御
締
り
な
く
開
け
放
し

 
 
 
付
3

調
伏
や
呪
咀

へ
の
不
審

b
御
道
信
心

の
平
生
心
得
⑤

 
 
1
我
が
子
も
天
地
の
御
分
身
、
御
賜
物

c
御
道
信
心
は
安
し
、
自
由
勝
手
な
り

d
食
事
も
制
限
な
く
、
好
む
物
を
自
由
に

e
行
も
気
任
せ
に
て
、
心
行
第

一

f
神
文
も
不
要

g
實
銭
や
初
穂
も
、
不
要

h
御
祓
や
読
経
も
気
任
せ
、
信

の
心
が
大
事

i
種

々
臓
れ
や
忌
服
を
言
う

こ
と
無

し

ー
神
儒
仏
等

の
隔
て
も
な
く
、
広
大
無
辺
な
り

1Q2



11
御
道

不
案
内

の
人
は
、
煩
わ
し
き
所
業

の
み

12
御
道
信
仰

の
氏
子
は
、
神
許
蒙
り
自
由
自
在

g
唯
、
常
に
天
地

の
恵
み
を
思

い
忘
れ
る
な

h
方
角
等
自
由
に
家

で
神
号
を
唱
え
よ

 
i
捧
げ
物

の
供
え
方
ー

四
足
類
以
外
何

で
も
可

 
」
神

の
祭
り
方
ー
棚

の
正
面
真
中
か
床
な
ど

へ

 
k
お
札

・
守
り
は
出
さ
な

い

 
1
日
月
金
神

の
事
を
載
せ
る
暦
を
祭
る
べ
し

 

m
天
下
万
民
の
為
に
祈
れ
ば
自
ら
も
助

か
る

 
 
〈「心
た
に
」
歌
>

11
信

一
心
を
以
て
す
れ
ば
御
蔭
は
取
勝
ち

 
 
〈「信
あ
れ

ハ
」
歌
>

12

a
祈
祷
な
き
ゆ
え
、
参
詣

に
も
捧
げ
物
不
要

 
 
〈「大
谷

の
御
道
を
す
く

に
」
歌
〉

b
禰
宜
等
の
職
業
の
妨
げ
を
す
る
に
あ
ら
ず

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[以
上
、
巻
上
]

13
御
道
不
案
内

の
人
は
、
煩
わ
し
き
所
業

の
み

14

a
御
道
信
仰

の
氏
子
は
、
神
許
蒙
り
自
由
自
在

 
b
御
蔭
な

い
の
は
信
心
不
足

k
唯
、
常
に
天
地
の
恵
み
を
思

い
忘
れ
る
な

1
方
角
等
自
由
に
家

で
神
号
を
唱
え
よ

m
願
よ
り
も
罪

の
お
断
り
や
お
礼
が
先

n
捧
げ
物

の
供
え
方
-

四
足
類
以
外
何

で
も
可

o
神

の
祭
り
方
ー
棚

の
正
面
真
中
か
床
な
ど

へ

 

P
日
月
金
神

の
事
を
載
せ
る
暦
を
祭
る
べ
し

 

q
天
下
万
民
の
為
に
祈
れ
ば
自
ら
も
助
か
る

 
 
〈「
こ
こ
ろ
だ
に
」
歌
>

8
信

一
心
を
以
て
す
れ
ば
御
蔭
は
取
勝
ち

 
 
〈「信
あ
れ
バ
」
歌
>

9

a
祈
祷
な
き
ゆ
え
、
参
詣

に
も
捧
げ
物
不
要

 
b
祈
祷
者
等
と
違

い
、
恨

み
等

の
事
は
お
断
り

 

c
御
験
日
-

七
日
だ
が
、
心
に
よ

っ
て
変
わ
る

 
d
神
に
嘘
は
無

し

 
 
〈
「天
地

の
」
歌
>

 

e
心
濁
ら
せ
る
こ
と
な
く

一
心
に
信
仰
す

べ
し

 
f
御
蔭
な

い
の
は
信
心
不
足
、
神
任
せ
に
せ
よ

 
 
〈「祈
り
て
も
」
歌
>

10

a
禰
宜
等

の
職
業

の
妨
げ
を
す
る
に
あ
ら
ず

 
b
智

・
仁

・
勇
が
、
御
道

の
三
徳

 
 
〈「神

の
戸
を
」
歌
〉 
 
 
 

[以
上
、
巻
上
]

11

a
小
子
、
万
人
を
助
け
ん
と
欲
す

 
b
さ
れ
ど
、
信
な
き
人
は
是
非
も
な
し

 

c
御
道

不
案
内

の
人
は
、
煩
わ
し
き
所
業

の
み

12
御
道
信
仰

の
氏
子
は
、
神
許
蒙
り
自
由
自
在
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13

a
御
蔭
の
事
ー
見
聞
の
概
略
を
記
す

 
b
御
蔭
話
①
 
武
家
の
事
例

 
 
 
ー
長
州
征
伐
で
難
を
逃
れ
、
鉄
砲
傷
治
る

14

a
御
蔭
話
②
 
百
姓
の
事
例
1

 
 
 
ー
肥
や
し
な
く
て
も
収
穫
大

 
b
御
蔭
話
③
 
百
姓
の
事
例
2

 
 
 
;
お
神
酒
を
振
る
と
虫
が
失
せ
る

15

a
御
蔭
話
④
 
鍛
冶
職
の
事
例

 
 
 
…
金
床
傷
ん
で
も
お
神
酒
で
格
別
の
出
来

 
b
有
難

い
事
無
数
で
、
し
損
な
い
が
無
い

16

a
御
蔭
話
⑤
 
商
人
の
事
例

 
 
 
ー
酒
屋
の
傷
ん
だ
桶
演
お
神
酒
で
直
る

 

c
神

に
嘘
は
無
し
、
神
任
せ
に
せ
よ

 
 
〈「天
地
の
」
歌
>

15
心
濁
ら
せ
る
こ
と
な
く

一
心
に
信
仰
す

べ
し

16

a
御
蔭

の
事
ー
見
聞

の
概
略
を
初
心
者
に
記
す

 
b
御
蔭
話
①
 
武
家

の
事
例

 
 
 
ー

長
州
征
伐
で
難
を
逃
れ
、
鉄
砲
傷
治
る

17

a
御
蔭
話
②
 
百
姓

の
事
例

1

 
 
 
1
肥
や
し
半
分
以
下
で
も
収
穫
大

 
b
御
蔭
話
③
 
百
姓

の
事
例
2

 
 
 
i

お
神
酒
を
振
る
と
虫
が
失
せ
る

 

c
田
畑

の
乾
湿
は
欲
す
る
ま
ま
に
と
、
神
宣
う

 
d
五
穀
成
熟
も
己
が
心
に
あ
り
、
信
心
せ
よ

 
 
〈
「秋

の
田
の
」
歌
〉

 

e
天
下
平
穏
た
る
よ
う
氏
子
和
睦
し
信
厚
せ
よ

㎎

a
怪
我
等
難
を
逃
れ
た
事
、
無
数
有
り

 
b
御
蔭
話
④
 
鍛
冶
職
の
事
例

 
 
 
-
金
床
傷
ん
で
も
お
神
酒
で
格
別
の
出
・来

19

a
御
蔭
話
⑤
 
商
人
の
事
例

 
 
 
ー
酒
屋
の
傷
ん
だ
桶
が
お
神
酒
で
直
る

13
御
蔭
の
事
-

見
聞
の
概
略
を
初
心
者

に
記
す

14

a
御
蔭
話
①
 
武
家

の
事
例

1

 
 
 
1

長
州
征
伐
で
難
を
逃
れ
、
鉄
砲
傷
治
る

 
b
御
蔭
話
②
 
武
家

の
事
例

2

 
 
 
西
南

の
役

で
難
を
逃
れ
る

こ
と
、
度

々

 
 
〈「幾

万
の
」
歌
>

15

a
農
作
は
、
天
地
日
月
金
神

の
恵
み
で
成
熟
す

 
b
御
蔭
話
③
 
百
姓

の
事
例

1

 
 
 
ー

肥
や
し
半
分
以
下

で
も
収
穫
大

 

c
御
蔭
話
④
 
百
姓

の
事
例

2

 
 
 
・1
お
神
酒
を
振
る
と
虫
が
失
せ
る

 
d
田
畑

の
乾
湿
は
欲
す
る
ま
ま
に
と
、
神
宣
う

 

e
五
穀
成
熟
も
己
渉
心
に
あ
り
、
信
心
せ
よ

 
 
〈
「秋

の
田
の
」
歌
>

 
f
台
風
等

の
難
も
信
厚

の
人
に
は
軽
く
済
む

 

g
性
根
悪
し
き
者
も
良
く
な
る

 
h
天
下
平
穏
た
る
よ
う
氏
子
和
睦
し
信
厚
せ
よ

16

a
怪
我
等
難
を
逃
れ
た
事
、
無
数
有
り

 
b
御
蔭
話
⑤
 
鍛
冶
職

の
事
例

 
 
 
-
金
床
傷
ん
で
も
お
神
酒

で
格
別

の
出
来

17
商
人
も
自
然

に
繁
栄
す
る
、
先
を
楽

し
め

 
 
〈
「大
谷
の
御
道
を
直
に
」
歌
>

18

a
御
蔭
話
⑥
 
商
人

の
事
例

 
 
 
-
酒

屋

の
傷
ん
だ
桶
が
お
神
酒

で
直
る
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b
味
噌
等
も
お
神
酒

で
直
る
、
無
事
出
来
る

17
御
道
の
出
産
ー
腹
帯
等
特
別
な
事
な
く
安
産

18
痕
瘡

・
麻
疹
も
平
生
通
り
に
し
て
い
て
治

る

19
御
蔭
話
⑥
 
向
明
神
と
称
さ
れ
る
婦
人

 
 
↓

目
目
で
も
縫
物
等
の
仕
事
に
不
自
由
な
し

20

a
御
道
信
仰
す
れ
ば
難
病
も
平
癒
す

b
味
噌
等
も
お
神
酒
で
直
る

 

c
右
は
小
事
、
初
心
者

に
知
ら
せ
る
の
み

20
縁
談
で
は
、
家
柄
よ
り
も
人
柄
の
吟
味
が
大
事

21
血
統
よ
り
も
広
大
な
る
御
道

の
信
仰
が
大
事

22

a
御
道

の
出
産
ー
腹
帯
等
特
別
な
事
な
く
安
産

 
b
御
道

の
出
産
ー

産
後
の
処
理
と
回
復
の
早
さ

 

c
御
蔭
話
⑥
 
安
産

の
事
例

1
 
農
家

の
妻

 
 
 
1
・田
畝
よ
り
帰
り
洗
足
時
そ
の
盤

に
安
産

 
d
御
蔭
話
⑦
 
安
産

の
事
例

2
 
女
髪
結

 
 
 
ー
髪
結

い
さ
し
安
産
、
翌
朝
ま
た
髪
結
う

 

e
子
の
要
不
要
に
も
神
の
御
繰
合
せ
あ
り

23
庖
瘡

・
麻
疹
も
平
生
通
り
に
し
て
い
て
治
る

24
御
蔭
話
⑧
 
向
明
神
と
称
さ
れ
る
婦
人

 
 
ー
盲
目
で
も
縫
物
等
の
仕
事
に
不
自
由
な
し

25

a
御
道
信
仰
す
れ
ば
難
病
も
平
癒
す

 
b
味
噌
等
も
お
神
酒
で
直
る

 

c
諸
神
で
助
か
ら
ぬ
の
も
御
道
は
助
け
る

 
d
御
蔭
話
⑦
 
さ
る
夫
婦

 
 
 
-
夫
と
、
身
代
り
し
妻
、
共
に
病
気
平
癒

 

e
御
蔭
話
⑧
 
あ
る
人

 
 
 
-
氏
神
の
餐
め
に
よ
る
長
患
、
平
癒

 
f
御
蔭
話
⑨
 
元
長
崎

の
蒸
気
船
長

 
 
 
i
大
風
雨

の
中
、
他
船
よ
り
早
く
着
船
す

 

9
御
蔭
話
⑩
 
大
阪
樽
船
持
ち

 
 
 
1
大
阪

の
樽
船
、
他
船
よ
り
早
く
着
船
す

 
h
御
蔭
話
⑪
 
大
阪
堀
江
の
ガ
ラ

ス
商

 
 
 
i
信
心
し
お
神
酒
を
付
け
て
、
怪
我
治
る

 
i
右
は
小
事
、
初
心
者
に
知
ら
せ
る
の
み

19
縁
談

で
は
、
家
柄
よ
り
も
人
柄

の
吟
味
が
大
事

20

a
血
統
よ
り
も
広
大
な
る
御
道

の
信
仰
が
大
事

 
b
生
年

に
よ
ら
ず
信
仰
す
れ
ば
御
蔭
を
蒙

る

21

a
御
道

の
出
産
ー
腹
帯
等
特
別
な
事
な
く
安
産

 
b
御
道

の
出
産
ー

産
後

の
処
理
と
回
復

の
早
さ

 

c
御
蔭
話
⑫
 
安
産

の
事
例
1
 

農
家

の
妻

 
 
 
ー

田
畝
よ
り
帰
り
洗
足
時
そ
の
盤
に
安
産

 
d
御
蔭
話
⑬
 
安
産

の
事
例
2
 
女
髪
結

 
 
 
-
髪
結

い
さ
し
安
産
、
翌
朝
ま
た
髪
結
う

 

e
子
の
要
不
要
に
も
神

の
御
繰
合

せ
あ
り

22

a
疸
瘡

・
麻
疹
も
平
生
通
り
に
し
て
い
て
治
る

 
b
そ
の
他
小
児

の
病
、
信
心
す
れ
ば
免
れ
る

23
御
蔭
話
⑭

 
向
明
神
と
称
さ
れ
る
婦
人

 
 
↓

目
目
で
も
縫
物
等
の
仕
事
に
不
自
由
な
し

24

a
御
道
信
仰
す
れ
ば
難
病
も
平
癒
す
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b
怪
我

し
た
時
、
土
や
草

で
も
血
が
止
ま
る

 

c
難
船
や
盗
難
か
ら
逃
れ
た
御
蔭
も
無
数
有
り

21
御
道
に
は
毒
忌
や
毒
養
生
な
し

22

a
御
道

は
命
継
ぐ

の
に
、

死
覚
悟
す
る
は
愚
か

b
改
め
て
生
き
て
長
命
す
る
覚
悟
で
陽
気
た
れ

b
御
道
に
は
毒
忌
や
毒
養
生
な
し

c
痛
む
時
、
お
神
酒
を
薬

の
よ
う
に
使
う
べ
し

d
怪
我
し
た
時
、
土
や
草

で
も
血
が
止
ま
る

e
難
船
や
盗
難
か
ら
逃
れ
た
御
蔭
も
無
数
有
り

f
御
道

で
は
治
る
が
本
道
、
治
ら
ぬ
が
不
思
議

 

g
諸
人

の
命
を
継
ぐ
べ
し
と

の
神
教
を
受
け
た

 
h
御
蔭

の
事
を
申
す
は
、
以
上
で
差
控
え
る

 
圭
御
蔭
は
何
で
も
下
さ
る
が
、
分
限
は
弁
え
よ

26

a
神
な
る
身

で
御
道
知
ら
ぬ
は
、
惜
し
む
べ
し

b
御
道
は
命
継
ぐ
の
に
、
死
覚
悟
す
る
は
愚
か

 
〈「老

の
身
も
」
歌
>

c
命
あ
り
て
の
物
種
、
そ
の
命
は
御
蔭

で
延
ぶ

d
改
め
て
生
き

て
長
命
す

る
覚
悟

で
陽
気
た
れ

e
天
地

の
御
賜
物
を
傷
付
け
る
仮
病
は
、
不
可

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[
以
上
、
巻
中
]

b
御
道

に
は
毒
忌
や
毒
養
生
な
し

c
痛
む
時
、
お
神
酒
を
薬

の
よ
う
に
使
う
べ
し

d
怪
我
し
た
時
、
土
や
草
で
も
血
が
止
ま
る

e
御

一
新
同
様
御
道
開
け
た
は
神
国

の
神
験
か

f
難
船
や
盗
難
か
ら
逃
れ
た
御
蔭
も
無
数
有
り

 

9
御
道

で
は
治
る
が
本
道
、
治
ら
ぬ
が
不
思
議

 
h
人
と
生
れ
て
不
幸

の
人
、
哀
れ
な
り

25
天
地
大
氏
神
は
、
そ
う
し
た
氏
子
を
守
護
す
る

26

a
御
蔭
を
取
り
外
さ
ぬ
よ
う
信
心
尽
く
す
べ
し

 
b
諸
人

の
命
を
継
ぐ
べ
し
と

の
神
教
を
受
け
た

c
命
あ
り
て
の
物
種
、
そ
の
命
は
御
蔭

で
延
ぶ

d
富
貴
壮
ん
な
人
、
慢
心
せ
ず
よ
く
弁
え
よ

e
死
覚
悟
す

る
は
愚
か

 
f
改
め
て
生
き
る
覚
悟
を
し
、
永
く
安
楽
た
れ

 

9
御
蔭
話
⑮
 
さ
る
御
神
心
家

の
三
歳
男
児

 
 

ー
御
道

の
先
達
衆

の
祈
念
で
蘇
生
す

 
h
長
命
す
る
気
に
な
り
善
事

の
み
思
う
べ
し

 
i
仮
病

は
、
不
可

 
 
〈「老

の
身

の
」
歌
>

27

a
天
地

の
御
賜
物
を
傷
付
け
る
仮
病
は
不
心
得

 
b
陽
気
を
以
て
病
気
に
も
押

し
勝

つ
べ
し

 

c
御
蔭
は
何
で
も
下
さ
る
が
、
分
限
は
弁
え
よ
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23

a
取
り
勝
ち

の
御
蔭
も
、
疑
心
あ
れ
ば
蒙
れ
ぬ

 
b
神
に
嘘
は
無
し
、
神
任
せ
に
せ
よ

c
御
道
を
嘲
る
者
あ

る
は
、
愚
か
で
勿
体
な

い

 
〈
「天
地

の
」
歌
>

d
金
神

の
御
気
障

り
に
な
れ
ば
、
厳
罰
蒙
る

24

a
祈
祷
な
き
ゆ
え
、
参
詣
に
も
捧
げ
物
不
要

 
b
お
札

・
守

り
は
出
さ
な

い

 

c
日
月
金
神

の
事
を
載
せ
る
暦
を
祭
る

べ
し

 
d
広
大
無
辺

の
御
道
を
信
心
す
べ
し

27

a
御
道
を
嘲
る
者
あ
る
は
、
愚
か
で
勿
体
な

い

b
金
神
の
御
気
障
り
に
な
れ
ば
、
厳
罰
蒙

る

28

a
神

の
餐
め
は
自
身
蒙
ら
ず
と
も
子
孫
が
蒙
る

 
b
神
も
殊
更
氏
子
を
餐
め
た
い
訳
で
な

い

 

c
才
知
あ
る
よ
り
正
直
愚
鈍

の
方
が
御
蔭
多

い

29

a
地
震
等
は
日
月
金
神
の
各
め
、
人
力
及
ぼ
ず

b
御
蔭
広
大
に
て
信
者
は
地
震
に
も
別
状
な
し

 
 
〈「千
早
ふ
る
神
風
冨
貴
し
」
歌
>

28

a
文
明
開
化
と
御
道

は
同
然
、
従
前
と
格
別

 
b
御
道

の
治
病
法
は
前
代
未
聞

 

c
御
道
も
旧
習
を
廃
し
、
自
由
自
在

 
d
金
が
宝

の
当
世
に
、
金
神
も
開
化
御

一
新

 

e
当
時
御
規
則
と
御
道
と
同
じ
事
、
熟
慮
せ
よ

 
 
〈「人

ハ
皆
」
歌
>

29

a
御
蔭
話
⑯
 
婦
人

 
 
 
ー
顔

の
腫
物
、
参
詣

し
信
仰
し
て
消
え
る

 
b
御
蔭
話
⑰
 
老
婦
人

 
 
 
ー
参
詣
し
御
話
を
承

っ
て
聾
が
治
る

 

c
御
蔭
話
⑱
 
さ
る
婦
人

 
 
 
i
参
詣
し
お
神
酒
を
付
け
て
乳
癌
全
快
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[以
上
、
巻
中
]

30

a
開
化
と
御
道
同
然
、
上
も
神
も
勧
善
懲
悪

 
b
御
道
を
嘲
る
者
あ
る
は
、
愚
か
で
勿
体
な

い

 

c
金
神

の
御
気
障
り
に
な
れ
ば
、
厳
罰
蒙
る

 
d
土
地
を
粗
末
に
す
る
べ
か
ら
ず

 

e
神

の
餐
め
は
自
身
蒙
ら
ず
と
も
子
孫
が
蒙

る

 
f
神
も
殊
更
氏
子
を
餐
め
た

い
訳
で
な

い

 

9
才
知
あ
る
よ
り
正
直
愚
鈍

の
方
が
御
蔭
多

い

31

a
地
震
等
は
日
月
金
神

の
各
め
、
人
力
及
ば
ず

b
御
蔭
広
大
に
て
信
者
は
地
震
に
も
別
状
な
し

107

 

翻
刻

金
光
教
布
教
文
書

近
藤
本

『
御
道
案
内
』



 
 
〈
「真
直
な
」
歌
>

25
禰
宜
等

の
職
業

の
妨
げ
を
す

る
に
あ
ら
ず

26
普
請

の
勧
化
や
平
生

の
初
穂
無
く
志

は
気
任
せ

27

a
人
に
心
配
か
け
た
り
せ
ぬ
よ
う
す

べ
し

 
b
御
元
社
で
な
く
近
く

の
御
信
心
家
で
も
同

じ

 
 
〈「真
直
な
る
」
歌
>

30
普
請

の
勧
化
や
平
生
の
初
穂
無
く
志
は
気
任
せ

31

a
御

元
社
で
な
く
近
く

の
御
信
心
家
で
も
同
じ

 
b
勧
化
等
し
世
間
惑
わ
す
御
信
心
家
も
あ
る
由

 

c
人
を
安
心
さ
せ
る
御
道
、
貧
り
は
禁
止

 
d
御
蔭
を
蒙

っ
た
者
、
欲
と
慢
心
を
慎
む
べ
し

 
 
〈「真
直
な
る
」
歌
>

32
普
請

の
勧
化
や
平
生

の
初
穂
無
く
志
は
気
任
せ

 
 
〈「此
花
を
」
歌
>

33

a
御
元
社
で
な
く
近
く

の
御
信
心
家

で
も
同
じ

 
b
人
を
安
心
さ
せ
る
御
道
、
食
り
は
禁
止

 

c
御
蔭
を
蒙

っ
た
者
、
欲
と
慢
心
を
慎
む
べ
し

34
不
浄
な
遺
体
葬
る
に
方
角
見
ぬ

の
は
得
手
勝
手

 
 
〈「世

の
中
を
」
歌
>

35
御
蔭
話
⑲
 
大
阪
近
藤
某

 
 
-
参
詣
途
次
、
車
自
ら
逆
行
し
災
難
免
れ
る

36

a
御
蔭
話
⑳
 
大
阪
吉

田
某

 
 
 
ー
盗
賊

の
難
を
逃
れ
、
弟
が
信
心
始
め
る

 
b
御
蔭
話
⑳

あ
る
信
心
家

 
 
 
-
留
守
に
入

っ
た
盗
人
が
動
け
な
く
な
る

 

c
御
蔭
話
⑳
 
本
多
某

 
 
 
-
御
蔭
話
聞
き
信
心
し
て
、
痂
気
平
癒
す

d
御
蔭
話
⑬

庭
師

 
 
 
-
怪
我
す

る
も
、
土
を
付
け
祈
念
し
治
る

 

e
御
蔭
話
⑳
 
川
中
某

 
 
 
-
信
心
し
恣
に
食
べ
て
、
瘡
治
る

 
f
御
蔭
話
⑮
 
二
十
歳
程

の
娘

 
 
 
-

日
参

し
お
神
酒
を
付
け
て
、
瘤
消
え
る

 

9
御
蔭
話
⑳

天
満
辺

の
人
の
娘

 
 
 
-
信
心
し
家
内
和
合
し
て
、
結
核
治
る

 
 
〈「年
ご
と

に
』
歌
〉
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28

a
御
道

で
は
、
願
う
よ
り
御
礼
届
け
が
肝
要

 
b
捧
げ
物
は
気
任
せ
i

四
足
類
以
外
何

で
も
可

 

c
御
道
を
弘
め
る
の
が
御
馳
走

29

a
天
下
万
民
の
為
に
祈
れ
ば
自
ら
も
助
か
る

 
 
〈「心
た
に
」
歌
>

 
b
御
道

に
は
、
生
神
同
然

の
信
心
家
が
多

い

32

a
御
道

で
は
、
願
う
よ
り
御
礼
届
け
が
肝
要

b
御
道
を
弘
め
る
の
が
第

一

 
〈「天
ケ
下
」
歌
〉

の
信
心
、
御
馳
走

33
生
神
顕
然

の
御
道
は
神
道
に
比
し
て
も
有
難

い

34

a
君
子
な
ら
ぬ
小
子
は
天
地
を
元
に
御
蔭
蒙
る

b
寿
命
継
ぐ
御
道
は
儒
道
に
比
し
て
も
有
難
い

35

a
仏
法
に
惑
わ
さ
れ
ず
長
く
生
き
る
用
意
せ
よ

 
 
〈「誰
も
彼
も
」
歌
〉

b
自
由
自
在

で
広
大
な
る
事
、
御
道
以
外
無
し

 
h
御
蔭
話
⑳
 
大
阪
新
町
大
和
屋
某
の
妻

 
 
 
-
夫
婦
で
信
心
し
て
壁
が
治
る

 
i
諸
神
仏
餐
め
の
病
、
大
御
神
信
仰
し
て
治
る

 
妻
信
心
家
の
場
合
は
、
災
難
も
神
の
お
繰
合
せ

 
k
御
蔭
話
⑱
 
あ
る
百
姓

 
 
 
-
祖
父
が
不
正
に
買

っ
た
家
等
売
り
立
身

 
1
御
蔭
話
⑳
 
さ
る
信
心
な
る
酒
屋
の
親
父

 
 
 
-
桶
に
悪
事
さ
れ
て
も
上
等
の
酒
出
来
る

 

m
諸
神
あ

っ
て
も
災
難
あ
り
、
御
道
信
仰
せ
よ

37

a
御
道
で
は
、
願
う
よ
り
御
礼
届
け
が
肝
要

b
御
道
を
弘
め
る
の
が
第

一
の
信
心
、
御
馳
走

 

c
御
蔭
話
⑳
11
御
蔭
話
⑪

[重
出
]

 
 
 
1
大
阪
堀
江
ガ
ラ

ス
商

の
怪
我

の
治
癒

38
生
神
顕
然

の
御
道
は
神
道
に
比
し
て
も
有
難

い

39

a
君
子
な
ら
ぬ
小
子
は
天
地
を
元
に
御
蔭
蒙

る

 
b
御
道

の
者
は
先
生
衆
と
違

い
只
管
人
を
救
う

 

c
寿
命
継
ぐ
御
道

は
儒
道
に
比
し
て
も
有
難

い

 
d
金
光
様
は
、
諸
先
生
の
巧
言
令
色
と
対
照
的

40

a
仏
法
に
惑
わ
さ
れ
ず
長
く
生
き
る
用
意
せ
よ

b
書
記
す
る
と
こ
ろ
、
誹
諺
す
る
に
あ
ら
ず

41

a
本
書

は
、
御
道
知
ら
ぬ
氏
子

へ
の
披
露

の
為

 
b
開
化
と
同
然

の
広
大
な
る
御
道
、
他
に
無

し
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c
慢
心
出
安

い
、
慎
む
べ
し

d
信
仰
延
引
を
後
悔
す
る
人
が
多

い

e
小
子
書

き
尽
く
せ
ず
、
余
は
信
心
し
て
知
れ

 
〈付
箋
>

c
信
仰
延
引
を
後
悔
す
る
人
が
多

い

d
小
子
書
き
尽
く
せ
ず
、
余
は
信
心
し
て
知
れ

 
〈「漂
し
」
歌

「千
早
ふ
る
神
に
鳴
尾
の
」
歌
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[以
上
、
巻
下
]

c
信
仰
延
引
を
後
悔
す
る
人
が
多

い

d
小
子
書
き
尽
く
せ
ず
、
余
は
信
心
し
て
知
れ

 
(「神
世
と

ハ
」
歌
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[以
上
、
巻
下
]

〈付
記
〉

小
稿

を
成
す

に
当

っ
て
、
特

に
金
光
教
桃

山
教
会
よ
り
多
大
な

る
御
高

配
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

(本
学
教
授
)
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